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本書についての注意

本製品を正しくお使いいただくために本書を必ずお読みください。

パソコンの故障およびトラブルまたは取り扱いを誤ったために生じた本製品の故障およびトラブ

ルは、弊社の保証対象には含まれません。

- 本書の著作権は、株式会社ティアンドデイに帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断

で転載・複製・改変などを行うことは禁じられています。

- MicrosoftおよびWindows は米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国におけ

る登録商標です。

- Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国における登録商標

または商標です。

- 使用及び表示されている商標、サービスマーク及びロゴマークは株式会社ティアンドデイ及び

その他第三者の登録商標または商標です。「おんどとり」、「TANDD」、「T&D」の文字、ロゴは

株式会社ティアンドデイの登録商標です。

- 本書に記載された仕様・デザイン・その他の内容については、改良のため予告なしに変更する

ことがあります。

- 本書に記載した安全に関する指示事項には、必ず従ってください。本来の使用方法ならびに本

書に規定した方法以外でお使いになった場合、安全性の保証はできません。

- 本来の使用方法ならびに本書に規定した方法以外でお使いになった場合、安全性の保証はでき

ません。

- 本書に記載した画面表示内容と、実際の画面表示が異なる場合があります。

- 本書の内容に関しては万全を期して作成しておりますが、万一落丁乱丁・ご不審な点や誤り・

記載漏れなどがありましたらお買い求めになった販売店または弊社までご連絡ください。 

また、本製品の使用に起因する損害や逸失利益の請求などにつきましては、上記にかかわらず

弊社はいかなる責任も負いかねますのであらかじめご了承ください。

- 本製品は一般の民生・産業用として使用されることを前提に設計されています。人命や危害に

直接的または間接的に関わるシステムや医療機器など、高い安全性が必要とされる用途にはお

使いにならないでください。

- 本製品の故障および誤動作または不具合によりシステムに発生した付随的傷害、測定結果を用

いたことによって生じたいかなる損害に対しても当社は一切の責任を負いかねますのであらか

じめご了承ください。

- 本書は再発行致しませんので、大切に保管してください。
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付属ソフトウェアの利用規約 

■免責事項

1. (株 )ティアンドデイは、RTR-5W for Windowsに関して、動作確認を行っておりますが、全て

の状況下において動作を保証しているわけではありません。

2. (株 )ティアンドデイは、RTR-5W for Windowsによりご利用者に直接または間接的損害が生じ

ても、いかなる責任をも負わないものとし、一切の賠償等は行わないものとします。

3. RTR-5W for Windowsはご利用者へ事前の連絡なしに仕様を変更したり、サービスの提供を中

止する場合があります。その場合、RTR-5W for Windows をご利用いただけなかったり、ご利

用者の方に直接または間接的損害が生じた場合でも (株 )ティアンドデイは、いかなる責任を

も負わないものとし、一切の賠償等は行わないものとします。

4. (株 )ティアンドデイは、RTR-5W for Windowsに不備があっても、訂正する義務は負わないも

のとします。

■著作権

1. RTR-5W for Windows (プログラム及び関連ドキュメントを含める )の著作権は、(株 )ティア

ンドデイに帰属します。

2. RTR-5W for Windows は無償でご利用いただけます。また、友人 ・お知り合い等、あるいは企

業内・企業間であっても営利を目的しない間柄での再配布は原則として自由です。ただし、そ

の場合であっても免責事項の規定は配布の相手方に対して効力を有するものとします。尚、営

利目的を伴う再配布については下記 3項に従ってください。

3. 転載および雑誌・商品などに添付して再配布する場合には、(株 )ティアンドデイの許諾を必

要とします。この場合の再配布については、(株 )ティアンドデイ 営業部までご連絡ください。

4. RTR-5W for Windowsに改変を加えないでください。

※ RTR-5W for Windowsには、"RTR-5W for Windows" "ネットワーク設定ユーティリティ " "温度・湿度グ

ラフ " "マルチスケールグラフ " "イベントビューアー " "RTR-5W Webビューアー "が含まれています。
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安全上のご注意

安全にお使いいただくために必ずお守りください。

お客様や他の人々への危害や財産への損壊を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために

守っていただきたい事項を記載しました。正しく使用するために必ずお読みになり、内容を良く

理解された上でご使用ください。

■使用している表示と絵記号の意味

警告表示の意味

警告
絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らないと

使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意
この表示の注意事項を守らないと使用者が傷害および物的損害の発生が考えられる

内容を示しています。

絵記号の意味

警告・注意を促す記号です。記号の中や近くに具体的な警告内容が書かれています。

（例： 感電注意）

禁止行為を示す記号です。記号の中や近くに具体的な禁止内容が書かれています。

（例： 水場での使用禁止）

実行しなければならない行為を示す記号です。記号の中や近くに具体的な指示内容が書

かれています。（例： 電源プラグをコンセントから抜く）
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 警告

分解禁止

本製品の分解や改造、修理は自分でしないでください。

火災や感電の恐れがあります。

厳守

本製品を取り付け、使用する際、必ずパソコンメーカーが提示する警告・注意指示に従っ

てください。

発火注意

本製品内部に液体や異物が入ってしまった場合は、すぐに ACアダプタを抜き、使用を

中止してください。

そのまま使い続けると火災や感電の恐れがあります。

水場での使用
禁止

風呂場など、水分や湿気が多い場所では本製品を使用しないでください。

火災や感電、故障の原因になります。

厳守

本製品・LANケーブル・ACアダプタ等は、お子様の手の届かない所に設置・保管して

ください。

さわって怪我をしたり、落下すると危険です。

発火注意

煙が出たり変な臭いや音がした場合は、すぐに ACアダプタを抜き、使用を中止してく

ださい。

そのまま使い続けると、火災や感電の原因になります。

発火注意

本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。与えてしまった場合は、

すぐに ACアダプタを抜き、使用を中止してください。

そのまま使い続けると、火災や感電の原因になります。

発火注意

ACアダプタのプラグのほこりなどは、定期的に取るようにしてください。

プラグにほこりがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の原因になります。

ぬれ手禁止

濡れた手で ACアダプタの抜き差しはしないでください。

感電の原因になります。
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厳守

本製品の故障・誤作動・不具合などによりシステムに発生した付随的障害および本製

品を用いたことによって生じた損害に対し、当社は一切責任を負いかねません。あらか

じめご了承ください。

厳守

本製品は一般の民生・産業用として使用されることを前提に設計されています。人命や

危害に直接的または間接的に関わるシステムや医療機器など、高い安全性が必要とさ

れる用途にはお使いにならないでください。

厳守

本製品は防水構造ではありません。

汚れた場合、中性洗剤やアルコールを染み込ませた清潔な布等で拭いてください。

禁止

薬品や有機ガス等により本製品等が腐食する恐れがあります。また、有害な物質が付着

することにより人体に害をおよぼす恐れがありますので、薬品や有機ガス等の影響を受

ける環境では使用しないでください。

厳守

LANケーブル・ACアダプタは、接触不良が起きないように確実に差し込んでください。

厳守

温度差の激しい環境間を急に移動した場合、結露する恐れがあります。

本製品は周辺温度：0～ 50℃・湿度：20～ 80％ RH以下（結露しないところ）で使用

してください。

また、無線 LANカードを使用する場合は、無線 LANカードの仕様に従ってください。

禁止

接続ジャックには指や異物を入れないでください。

厳守

静電気による破損を防ぐため、本製品に触る前に身近な金属（ドアノブやアルミサッシ

等）に手を触れ、身体の静電気を取り除くようにしてください。

人体等からの静電気は、本製品の破損やデータを損失・破損の恐れがあります。

禁止

ACアダプタの上に物を載せたりしないでください。

発熱の恐れがあります。

厳守

LANケーブルを本体から抜くときは、必ずコネクタを持って抜いてください。

禁止

ACアダプタは専用以外はものは絶対に使用しないでください。

 注意
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禁止

本製品を次のような場所で使用・保管しないでください。

感電や火災の原因になったり、本製品やパソコンに悪影響をおよぼす恐れがあります。

-直射日光の当たる場所 

内部の温度が上がり、火災や故障、変形の原因になります。

-強い磁界を発生する場所 

故障の原因になります。

-漏水の危険がある場所 

故障や感電の原因になります。

-静電気が発生する場所 

故障や感電の原因になります。

-振動が発生する場所 

落下して怪我・故障・破損・接触不良の原因になります。

-平らでない場所 

転倒したり、落下して怪我や故障の原因になります。

-火気の周辺または熱気のこもる場所

故障や変形の原因になります。

-火煙・ほこり・ちりの多い場所 

故障の原因になります。

 電波法に関する注意事項

禁止

本製品は、電波法に基づく特定小電力無線機器として、技術基準適合証明（利用に関し

てはお客様の免許申請等が不要）を受けています。必ず次の点をお守りください。

-分解・改造をしないでください。分解・改造は法律で禁止されています。

-技術基準適合ラベルははがさないでください。ラベルのないものの使用は禁止されて

います。

-この製品は、日本国外での電波法には準じておりません。日本国内でご使用ください。

This product is for the use only in japan.
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Web Wing WL  RTR-5Wとは

小型防水データロガー無線通信タイプ RTR-5シリーズの親機として子機データを無線で
収集し、さらにインターネットや LANを経由して記録データの収集、現在値モニタリン
グができるネットワーク接続対応無線通信ステーション  Web Wing WL RTR-5Wです。

■使用事例

-流量計、電力計、分析計など計装、計測装置の記録

-生産ラインの回転体、移動体のデータ記録

-醸造、栽培農業など多湿環境下の温湿度管理

-配線が困難な場所での計測

* RTR-5Wはネットワーク通信専用のデータロガーです。RS-232C, USBなどの通信インターフェースは搭載しておりません。本機を
使用するには必ずネットワークに接続する必要があります。また、インターネット経由で使用する場合には別途必要となる機器（ルー

ター等）やプロバイダの契約、固定 IPアドレスやドメインの取得などが必要となります。 

* RTR-5Wが何も設定されていない状態（ご購入直後やリセット後）では、必ず有線 LANから各種設定を行う必要があります。有線
LANでの各種設定が完了した後に無線 LANでご使用ください。 



9

■基本的な機能

ネットワーク経由で子機データを収集 /管理

RTR-5Wは子機（RTR-5シリーズ）が計測・記録したデータを特定小電力無線で収集し、ロー

カルエリアネットワーク（LAN）やインターネットへ接続して、記録データの収集や現在値の

確認ができます。

RTR-50を使用し無線通信距離を延長

RTR-50を無線通信の中継機として使用することで無線通信距離を延長できます。中継機は最大

250台まで設置可能です。

Webサーバ搭載でブラウザによる現在値の確認やグラフ表示

RTR-5WにはWebサーバ機能が搭載されているので、ブラウザで直接アクセスすることが可能

です。ブラウザでは登録されている子機の現在値を確認したり、子機に記録されたデータを簡

易グラフとして表示させることもできます。

CFカードで無線 LANへ接続

RTR-5Wには CFカードスロットを搭載しています。この CFカードスロットへ無線 LANカー

ドを挿入することで、無線 LANへ接続することも可能となり、面倒なケーブルの配線から開放

されます。

*無線 LANへの接続については、よくある質問 Q&A >> RTR-5Wに関する Q&A >> "Q6無線 LANを利用
したいのですが…"（p.141）をご覧ください。

インターネットへ接続して公開可能

搭載されているWebサーバにより、インターネット上へコンテンツの公開ができます。

インターネット回線を利用することで、LANを越えて外部から計測・記録データを取得できる

ようになり、遠隔地の管理も容易且つローコストで実現できるようになります。

携帯電話のブラウザにも現在値を表示可能

携帯電話のブラウザにも現在測定値を表示させることができます

上下限値を設定し、警報を電子メールで送信可能

RTR-5Wに対してあらかじめ値の上下限値を設定しておくことで、設定された上下限値を超え

た場合に電子メールで警報を通知することができます。 

* 警報メール送信機能は、別途インターネットへ接続できる環境または社内（家庭内）SMTP/POPサーバー

を構築していただく必要があります。 

警報時に接点出力が可能

設定された上下限値を超えた場合に、電子メールで警報を通知するだけではなく、本体に備え

ている接点出力を利用した警報システムを構築することもできます。
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■ RTR-5W for Windowsの基本的な機能
本ソフトウェアは、[ネットワーク設定ユーティリティ ] [RTR-5W for Windows]  
[温度・湿度グラフ ] [マルチスケールグラフ ] [イベントビューアー ]の 5つのソフトウェ
アで構成されています。また、Webブラウザから RTR-5Wにアクセスし、データを参照
することができます。

*Windows 2000 / XP / Vista / 7で Internet Explorer Ver.6 (日本語版 )以降

ネットワーク設定ユーティリティ

RTR-5Wで使用するネットワーク環境の設定をします。

-ネットワーク初期設定 
RTR-5Wをネットワークに接続するための設定をします。

-ネットワーク詳細設定
さらに細かいネットワークの設定ができます。

RTR-5W for Windows
RTR-5Wを介して RTR-5シリーズを利用するための設定などを行います。RTR-5W 1台
につき一つのツリーが作られ、そのツリーにぶら下がるように子機を登録していきます。

-子機登録 
RTR-5シリーズを子機として登録し、各グループに分けて登録できます。

-記録設定 
記録間隔・記録開始日時・記録方式を設定すると、設定された時刻から記録を開始します。 
RTR-52Pt使用時は、必要に応じてセンサの設定・アジャストメントを行ってください。

-記録データの吸い上げ 
RTR-5Wで記録したデータを吸い上げ、ファイル化できます。
また、自動吸い上げの設定を行うと、毎日決まった時間または指定した間隔で子機か

らデータを取得できます。

-警報監視 
設定した範囲を超えた場合、RTR-5Wからパソコン・携帯電話へ電子メールを送信する
ことで通知します。また、外部出力端子がついているので通報動作に連動して現場で確

認できる外部機器（ブザーや、ライト等）の接続ができます。

-現在データ取得 
選択した子機の現在測定データを通信して取得し、表示します。

-データの推移 
RTR-5Wは指定した間隔毎にデータを蓄積しています。その蓄積されたデータの推移を
表示します。

-吸い上げデータメール送信 
子機が記録したデータを吸い上げる際に、データファイルをメールに添付して RTR-5W
から送信できます。
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温度・湿度グラフ／マルチスケールグラフ

温度・湿度グラフでは、温度／湿度データを表示。マルチスケールグラフでは、電圧／パ

ルス／温度／湿度データのグラフを表示します。

マルチスケールグラフでは、吸い上げデータに合わせたスケール・単位の設定もできます。

-グラフ表示／印刷 
吸い上げた記録データを一覧表示し、印刷できます。

■ 8ch.分のデータを一括表示
グラフへは、記録データを最高 8チャンネル分まで 1つのグラフに表示できます。

■ マウスで簡単に拡大表示

マウス操作でグラフの拡大／縮小や表示の切り替えが簡単にできます。

■ 任意の期間の最高／最小／平均を計算表示

グラフ画面の各チャンネルデータ一覧に表示される最高値／最小値／平均値を算出する範囲を任意で

設定できます。

■ グラフの印刷

画面に表示されているグラフをそのままのカラーで印刷できます。

-記録データ一覧を表示／印刷 
グラフ画面に表示されたデータを一覧表示し、印刷できます。

■ 色によって区別して表示

最高値を赤、最小値を青、平均値をピンクで色分けして一覧に表示します。

■ 一覧表の印刷

表示された一覧表は、全てまたはページを指定して印刷できます。

-テキストファイル作成 
記録データは任意の範囲（期間）を一般的なテキスト形式（CSV形式等）でファイル化し、
市販の表計算ソフトや解析ソフトでデータを利用できます。
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イベントビューアー

RVR-52のイベント時刻記録で記録したデータの一覧表示や、印刷ができます。

-一覧表示 
吸い上げた記録データを最高 64ch.分まで 1つの一覧表に表示できます。

-印刷プレビューと印刷 
プレビュー画面で確認してから印刷ができます。

-テキストファイル作成 
記録データは任意の範囲（期間）を一般的なテキスト形式（CSV形式等）でファイル化し、
市販の表計算ソフトや解析ソフトでデータを利用できます。

RTR-5W Webビューアー

ブラウザを使用し、現在値モニター・グラフを見ることができます。

-現在値モニター 
RTR-5Wは指定した間隔毎に子機と通信し、測定値を蓄積しています。その最新の測定
値を表示します。 
携帯電話のブラウザからも表示できます。

-グラフ 
RTR-5W for Windowsの [データ推移 ]で表示されるグラフと同じグラフをブラウザで
表示します。



13

パッケージ内容

パッケージには以下のものが含まれております。

ACアダプタ  AD-0605

1個

LANケーブル  LN-20W

（ストレートケーブル）

1本

導入ガイド・保証書

1部

付属ソフトウェア

CD-ROM  1枚

Web Wing WL  RTR-5W

1台

導入ガイド
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RTR-5W各部の名称と機能

■各部の名称

〔正面〕

光通信部

POWER

Alarm

Monitor

POWER  LED 電源が入っている時に点灯します。

Alarm  LED 警報発生時に点滅します。

Monitor  LED 子機との無線通信中に点滅します。

光通信部
データロガー（子機）と直接通信を行うとき、データロガー（子機）の

光通信部と重ね合わせ通信を行います。

〔下面〕

外部出力端子

外部出力端子

ライトや、ブザーなどを接続し、警報発生時に通報メールと連動して警

報を知らせます。

【出力が ONする条件】

1台以上の子機から警報を受け取っている間 ONする。
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〔側面 -右〕

RESETボタン

〔側面 -左〕

CFインターフェイス
コネクタ

AC アダプタ
接続ジャック

イーサネット
コネクタ

イーサネットコネクタ
10Base-T/100Base-TXインサーネットコネクタ

LANケーブルを接続します。

ACアダプタ接続ジャック 付属の ACアダプタを接続します。

CFインターフェイス

コネクタ

無線 LANカード・データ通信カードを接続します。*1

注意： 
上記以外のカードは接続しないでください。

RESETボタン 出荷時の状態に戻したい時に使用します。

*1:無線 LANへの接続については、よくある質問 Q&A >> RTR-5Wに関する Q&A >> "Q6無線 LANを利用したいのです
が…"（p.141）をご覧ください。
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ご使用の前に   *RTR-50を中継機としてご使用になる場合

インストール手順にご注意ください！（RTR-50を USB通信で使用される場合）

本製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。

RTR-50とパソコンとの USB通信を行うには、アプリケーションおよび USBドライバの
インストールが必要です。

RTR-50 をパソコンに接続する前に、先にアプリケーションおよび USB ドライバをイン

ストールしてください。インストール前に接続すると、正常に USBドライバがインストー
ルされない場合がございます。

USBドライバのインストール前に RTR-50とパソコンを接続した場合は、パソコンの画
面に表示されるウィザード画面の [キャンセル ]ボタンをクリックし、RTR-50から USB
ケーブルを抜いてください。

USBドライバのインストールに関しては、p.58の [中継機登録 ] - [USBデバイスドライ
バをインストールする ]を参照してください。
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使用手順

■基本的な使い方

【準備】

1.子機として使用するデータロガーの準備

電池、センサを接続し、測定できるように準備をします。

2. RTR-5Wの準備

ACアダプタ、ネットワークケーブルを接続し、通信できるように準備をします。

*中継機を使用する場合は、中継機（RTR-50）の準備をしてください。

3. 動作環境の確認

パソコンやネットワークの環境を確認し、接続するネットワークに合わせて、ルーター

やアクセスポイントなど必要な機器を準備します。

4.ネットワークの接続

RTR-5Wをネットワークに接続します。
接続例（p.27-28）を参考に RTR-5Wをルーターやパソコンなどに接続します。

*RTR-5Wを無線 LANで利用する場合も、初期設定は有線接続で行います。

5.  [RTR-5W for Windows]のインストール

設定用のパソコンに付属ソフトウェア [RTR-5W for Windows]をインストールします。
RTR-5W for Windowsをインストールすると、ネットワークの設定を行う [ネット
ワーク設定ユーティリティ ]、子機設定・記録設定などの動作設定を行う [RTR-5W for 
Windows]、記録したデータを表示する [温度・湿度グラフ ] [マルチスケールグラフ ] 
[イベントビューアー ]が同時にインストールされます。
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【初期設定】

1. ネットワークの初期設定・・・ネットワーク設定ユーティリティより

ネットワークに接続するには、ネットワーク環境に合った "IPアドレス "と "サブネッ
トマスク "の設定が必要です。[ネットワーク初期設定 ]で "IPアドレス "と "サブネッ
トマスク "の設定をします。さらに細かい設定は、[ネットワーク詳細設定 ]により行っ
てください。

2.子機登録・・・RTR-5W for Windowsより

RTR-5Wと子機間で無線通信ができるように、以下の手順で子機登録を行います。

①設置場所を作成する

②グループを作成する

③子機を登録する

④通信状況により中継機の設置・登録をする

1つの設置場所につき 64台分の子機が登録できます。

【基本的な操作】

1.記録設定・・・RTR-5W for Windowsより

記録間隔・記録開始日時・記録方式などを設定すると、設定された日時から記録を開

始します。

*RTR-52Ptは必要に応じてセンサの設定、アジャストメントをしてください。

2.記録データ吸い上げ・・・RTR-5W for Windowsより 

子機が記録しているデータを吸い上げ、パソコンにデータファイルとして保存します。

吸い上げた、温湿度データは [温度・湿度グラフ ]、温湿度・電圧・パルスデータは [マ
ルチスケールグラフ ]、イベント時刻データは [イベントビューアー ]で表示します。



19

【グラフ表示】

温度・湿度グラフ

温度・湿度グラフでは、温度／湿度データを 1つのグラフに表示できます。（最高 8チャ
ンネル分）グラフ画面に表示した記録データを一覧に表示したり、印刷できます。また、

一般的なテキスト形式（CSV形式等）でファイル化できます。

マルチスケールグラフ

マルチスケールグラフでは、電圧／パルス／温度／湿度データを 1つのグラフに表示で
きます。（最高 8チャンネル分）
グラフ画面に表示した記録データを一覧に表示したり、印刷できます。また、一般的な

テキスト形式（CSV形式等）でファイル化できます。

イベントビューアー

Event Viewerでは、RVR-52で記録したイベント時刻記録データを最高 64チャンネル
分まで 1つの一覧に追加できます。
Event Viewerに表示した記録データの中から印刷したいチャンネルを指定し、印刷プレ
ビュー表示・印刷できます。（最高 4チャンネル分まで指定できます）
また、一般的なテキスト形式（CSV形式等）でファイル化できます。
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【その他の機能】

警報監視設定・・・RTR-5W for Windowsより

設置場所毎に警報監視を行い、通信取得したデータが設定した範囲外になった場合パ

ソコンや携帯電話に通報メールを送信します。また、外部出力端子がついているので、

通報動作に連動して現場で確認できる外部機器（ブザーやライト等）の接続ができます。

* 通報メールは、RTR-5Wがインターネット環境に接続されていない場合は送信はできません。

自動吸い上げ設定・・・RTR-5W for Windowsより

指定した時間または間隔で自動的に記録データの吸い上げを行います。

* 吸い上げ時刻に RTR-5W for Windowsが起動している必要があります。

現在データ取得・・・RTR-5W for Windowsより

RTR-5Wは子機と通信して現在の測定値を表示しています。また、通信間隔を設定す
ると、現在値を繰り返し取得し表示できます。

* RVR-52でパルス数を記録している場合は、設定された記録間隔分の移動平均値を、イベント

時刻記録をしている場合は、HIか LO（エッジの立ち上がり、立ち下がり）を表示します。

データの推移・・・RTR-5W for Windowsより

RTR-5Wは [設置場所のプロパティ ]で設定した間隔毎にデータを蓄積しています。そ
の蓄積されたデータの推移を子機毎に表示します。

* RVR-52のイベント記録の場合は表示できません。

吸い上げデータメール送信設定・・・RTR-5W for Windowsより

子機が記録したデータを、弊社のグラフアプリケーションで開ける形式またはフォーマットを

公開する独自のバイナリ形式でメールに添付し、RTR-5Wから送信します。

現在値モニター・・・RTR-5W Web ビューアー

RTR-5Wは [設置場所のプロパティ ]で設定した間隔毎にデータを蓄積しています。そ
の最新の測定値をブラウザで見ることができます。

グラフ・・・RTR-5W Web ビューアー

[RTR-5W for Windows]のデータの推移で表示されるグラフと同じグラフをブラウザで
表示します。
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■ソフトウェア 動作一覧

RTR-5W for Windows

R
T

R
-5W

 for W
indow

s

[ファイル ]
メニュー

温度・湿度グラフ

マルチスケールグラフ

イベントビューアー

テキストデータ出力設定

データコレクタ登録情報ファイル読み込み

データコレクタ向け登録情報ファイル出力

[表示 ]
メニュー

ツリーを全て拡張

自動吸い上げ予定

ログの表示

タスクトレイに格納

[登録・管理 ]
メニュー

設置場所作成／プロパティ

グループ作成／プロパティ

子機登録／プロパティ／初期化

中継機登録

ツリーから削除

[設定 ]
メニュー

記録開始・停止

警報開始・停止

子機電池残量警告設定

吸い上げデータメール送信設定

グループ・子機情報送信

RTR-52Ptセンサ設定
アジャストメント設定（光通信）

スクリプトアップデート

回線接続 /切断

[データ ]
メニュー

記録データ吸い上げ（無線通信）

記録データ吸い上げ（光通信）

現在データ取得

データの推移

子機電池残量参照
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ネットワーク設定ユーティリティ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

ネットワーク

初期設定

IPアドレス
サブネットマスク

ネットワーク

詳細設定

ログイン ID
パスワード

DNS設定
SNTP設定
SMTPメールサーバ
IPブロック
無線 LAN
ポート番号

POP Before SMTP設定
メールダイヤル設定

ダイヤル着信設定

通信機能の再起動（システム再起動）

[メニュー ]
メニュー

ログイン履歴 有効／無効
ログイン履歴のクリア

通信時間設定

RTR-5W Webビューアー
W

eb

ビ
ュ
ー
ア
ー

現在値モニター

グラフ
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 RTR-5Wの準備

■ 付属の ACアダプタを接続する
*接触不良にならないように確実に差し込んでください。

注意：

- 付属の ACアダプタ以外は使用しないでください。火災などが発生する恐れがあります。

- ACアダプタは、AC100Vコンセントへ差し込んでください。他の電圧に差し込んだ場合、火災などが発
生する恐れがあります。

- ACアダプタを抜き差しする時は、水滴が付着した状態または濡れた手でプラグに触れないでください。
感電する恐れがあります。

■ 付属の LANケーブルを接続する
*接触不良にならないように確実に差し込んでください。
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データロガーとの通信

RTR-5Wと RTR-5シリーズとの通信方法には、[光通信 ]と [無線通信 ]の 2種類あります。

注意：

RTR-5Aシリーズは従来の RTR-5シリーズにアジャストメント機能が組み込まれたモデルです。アジャスト
メント以外の機能、操作は従来の RTR-5シリーズと同じですので、ソフトウエア・マニュアル上では 2つの
シリーズをまとめて "RTR-5シリーズ "と表記している場合があります。

■光通信でデータロガーと通信する

RTR-5Wの光通信部と、RTR-5シリーズの光通信部を合わさるように重ね合わせ、通
信します。

*子機登録時、RVR-52の測定モードを変更する時は、光通信で行ってください。

光通信部

RTR-5Wの上にデータロガーの
背面を上にして載せます。

■無線通信でデータロガーと通信する

RTR-5シリーズと特定小電力無線で通信を行います。

無線通信を行う場合は、付属のソフトウェア [RTR-5W for Windows]で使用するデータ
ロガーを RTR-5Wの子機として登録してから使用します。

100 m 以内

*電送距離は障害物のない見通しの良い直線距離で約 100mです。
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外部出力

■信号線を接続する

1. Φ 0.5～ 0.9の単芯の配線用の線材を別途用意し、被覆は 10mmほどはぎます。

2. ドライバなどを使い、本体側面にあたる線材接続の端子台の <B>ボタンを押し付けな
がら <A>の穴に差し込みます。

<A>

<B>

《線材接続端子台　拡大図》

◆外部出力：警報時 ON
 オフ時の電圧 AC/DC50V以下
 オン電流 0.1A以下
 オン抵抗 35Ω

◆使用電線

 適合電線単線 Φ1.0（AWG18）　撚線 0.75mm2

 使用可能電線 単線…Φ0.4～Φ1.0（AWG26～ 18）
  撚線…0.3mm2～ 0.75mm2（AWG22～ 20）
  素線径…Φ0.18以上
 標準むき線長さ 10mm
 コネクタ操作用 
 適合工具 マイナスドライバー（軸径：Φ 3、刃先巾：2.6）

■入力信号線の外し方

入力信号線を外す時は、<B>ボタンをドライバなどで押しつけながら、線材を引き抜
きます。

注意：

線材を引き抜く際は十分にご注意ください。
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動作環境の確認

本製品をお使いいただくためには、以下の動作環境が必要です。

■パソコンの動作環境

OS Microsoft Windows 7 32/64bit 日本語版
Microsoft Windows Vista 32bit 日本語版
Microsoft Windows XP 32bit (SP2以降 ) 日本語版
Microsoft Windows 2000 日本語版
*インストールは、アドミニストレータ（パソコンの管理者）の権限が必要です。

PC／ CPU Windows が安定して動作する環境
LAN・TCP／ IP通信が使用可能

メモリ容量 Windows が安定して動作する容量

ディスク領域 10MB以上の空き領域（データは別途空き領域が必要）

モニタ SVGA（800× 600以上推奨）・256色以上表示可能

LAN 100BASE-TXまたは 10BASE-T 
カテゴリ 5準拠ツイストペアケーブル（STP／ UTP）

ウェブブラウザ Internet Explorer 6.0（日本語版）以降

■ LANに接続する場合
パソコンに接続されている HUBに、付属の LANケーブルで接続します。

■直接パソコンに接続する場合
LANクロスケーブルを使用しパソコンと RTR-5Wを接続します。

* LANクロス（リバース）ケーブルは付属されておりません。別途ご用意ください。

■ CFカードで無線 LAN・FOMA回線・PHS回線へ接続する場合
- 無線 LANカードを使用する場合は、無線 LANアクセスポイント（無線 LAN、HUB一体型でも可能）

を使用しネットワークへ接続します。

*無線 LANへの接続については、よくある質問 Q&A >> RTR-5Wに関する Q&A >> "Q6無線 LANを利

用したいのですが "（p.141）をご覧ください。

- FOMA・PHSカードを使用する場合は、通信する PC側にも FOMA・PHS端末が必要です。

使用可能な CFカードについては、弊社ホームページにて随時最新の情報を提供しております。

必ずご確認のうえ、ご用意ください。

<http://www.tandd.co.jp/product/rtr5w/wireless_lan_card.php>

■インターネットを利用する場合
インターネットへの接続環境、回線やプロバイダの契約が必要です。

必要に応じてグローバル IPアドレスやドメインの取得、ドメインネームサーバーなどの設定を行ってく

ださい。

設定などについては、ネットワーク管理者のいる場合は、管理者にご相談ください。また、接続環境な

どについてはご加入のプロバイダなどにお問い合わせください。
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ネットワークに接続する

RTR-5Wをネットワークに接続するには、次のような方法があります。ご使用するネット
ワーク環境に合った接続方法を選んで設置してください。

■ HUBを使って社内 LANなどに接続して通信する
*接触不良にならないように確実に差し込んでください。

接続例

付属 LANケーブル
（LN-20W)

HUB パソコン
（192.168.1.10）

RTR-5W
（192.168.1.20）

■ RTR-5Wをパソコンに直接接続して通信する
付属の LANケーブルではなく、市販の LANクロスケーブルをご用意ください。

*接触不良にならないように確実に差し込んでください。

接続例

LANクロスケーブル

パソコン
（192.168.1.10）

RTR-5W
（192.168.1.20）
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■無線 LANで通信する
RTR-5Wに無線 LANカードを挿入すると、LANの配線が難しい場所でも通信ができます。

*接触不良にならないように確実に差し込んでください。

注意：

-通信カードを抜き差しする際は、ACアダプタを抜いた状態で行ってください。

-無線 LANへの接続については、よくある質問 Q&A >> RTR-5Wに関する Q&A >> "Q6無線 LANを利用し
たいのですが "（p.141）をご覧ください。

接続例

（無線LAN、HUB一体型でも可能）

無線LAN
カード

無線LAN
アクセスポイント パソコン

（192.168.1.10）

HUB

RTR-5W
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 インターネットに接続する

RTR-5Wをインターネットへ接続して利用する場合は、別途インターネットへの接続環境、
回線やプロバイダの契約、グローバル IPアドレスやドメインの取得、ドメインネームサー
バーやルーターなどの設定が必要になります。

設定などについては、ネットワーク管理者がいる場合は、管理者にご相談ください。また、

グローバル IPアドレスやドメインの契約については、ご契約のプロバイダへご相談くだ
さい。

接続方法は、次のような方法があります。ご使用するネットワーク環境に合った接続方法

を選んで設置してください。

【接続例】

■ インターネットで RTR-5Wを利用する

インターネット

プロバイダー

ルーター 光モデム
ADSLモデム
CATVモデム

・
・
・

①②

http:/ /218.227.163.66

③ ③

RTR-5W
（218.227.163.66）

パソコン

① RTR-5Wに割り当てたグローバル IPアドレスをブラウザの URL欄に [ http:// ]の後に入力し、ブラウザにより

RTR-5Wにアクセスします。

②インターネットプロバイダやルーターを経由して、RTR-5Wを呼び出します。

③アクセスの要求を受けた RTR-5Wは、アクセス元のパソコンに対してデータを返します。

■ ドメイン名（例：rtr-5w.net）を利用する
インターネット

ドメイン管理会社
プロバイダー

光モデム
ADSLモデム
CATVモデム

・
・
・

ルーター
RTR-5W

（218.227.163.66） DNSサーバ

①②

http:/ /r tr-5w.net

パソコン

③ ③

① RTR-5Wに割り当てたドメイン名（例：rtr-5w.net）をブラウザの URL欄に [ http:// ]の後に入力し、ブラウザ

により RTR-5Wにアクセスします。

② URL欄に入力されたドメイン名は、DNSサーバで IPアドレスに変換され、RTR-5Wを呼び出します。

③アクセスの要求を受けた RTR-5Wは、アクセス元のパソコンに対してデータを返します。

注意：

電話回線接続を利用して通信する場合、回線状況によっては通信に時間がかかったり、失敗する場合があり
ます。またブラウザでの表示がかなり遅くなる場合があります。
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■  LANでメールを利用する

RTR-5W
（192.168.1.20）
SMTPクライアント

SMTPサーバ
（192.168.1.5）

HUB

パソコン
（192.168.1.10）

①

②

POP or IMAP サーバ
（192.168.1.25）

④

③

メール
ボックス

① RTR-5Wから SMTPサーバへアクセスし、SMTPサーバに対してメールを送信します。
② RTR-5Wから送信されてきたメールは、SMTPサーバによって宛先に応じた POPサーバへ配信されます。
③ SMTPサーバから配信されたメールは POPサーバによって受取られ、メールアドレス毎のメールボックスに
保存されます。

④パソコンはメールが保存されている POPサーバにアクセスし、メールボックスからメールを受信します。

注意：

警報メールを LANで利用する場合には、LAN上に SMTPサーバ（送信側）と POPサーバまたは IMAPサー
バ（受信側）を設置する必要がありますので、ご注意ください。

■ インターネットへメールを送信する

① RTR-5Wからルーター・プロバイダーを経由して、インターネット上に存在する SMTPサーバへアクセスし、
SMTPサーバに対してメール送信を行います

② RTR-5Wから送信されてきたメールは、SMTPサーバによって宛先に応じた POPサーバへ配信されます。
③ SMTPサーバから配信されたメールは POPサーバによって受取られ、メールアドレス毎のメールボックスに
保存されます。

④パソコンはメールが保存されている POPサーバにアクセスし、メールボックスからメールを受信します。

注意：

インターネットへ接続する際には、ルーター（LAN）側の設定を行ってください。
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付属のソフトウェアのインストール

付属のソフトウェアをインストールします。　

- Windowsは正常に動作しますか？

Windowsが正常に動作しないと、RTR-5W for Windowsの中のソフトウェアも正常にインストールまたは

起動できないことがあります。

-アプリケーションを終了してください。

他のアプリケーションが動作している場合はすべて終了させてください。ウィルスチェックプログラムな

どの常駐ソフトがありましたら、終了させてください。

- "RTR-5W for Windows"をインストールするパソコンでは、アドミニストレータ（パソ
コンの管理者）の権限が必要です。

■Windows 2000 / XPの場合

1. Windowsを起動します。

2. 付属の CD-ROMをパソコンの CD-ROMドライブにセットします。しばらくすると
[インストールプログラム ]ウィンドウが開きます。

*自動的に [インストールプログラム ]画面が開かない場合は、[マイコンピュータ ]を
開き、CD-ROMのアイコンをダブルクリックしてください。

[実行 ]
ボタン

クリックする

3. [RTR-5W for Windowsのインストール ]を選択し、[実行 ]ボタンをクリックすると、
インストールが開始します。

-内容を確認しながら、指示に従ってインストールしてください。

インストールが完了するとWindowsの [スタート ]メニューのプログラムに [RTR-5W 

for Windows]が登録されます。
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■Windows Vista / 7の場合

1. Windowsを起動します。

2. 付属の CD-ROMを CD-ROMドライブにセットします。

* [自動再生 ]画面が表示された場合は、[プログラムのインストール実行 ]の [start.
exeの実行 ]をクリックしてください。

3. [インストールプログラム ]画面が表示されます。

* [インストールプログラム ]画面が自動的に表示されない場合、[コンピュータ ]を開き、
CD-ROMのアイコンをダブルクリックしてください。

[実行 ]
ボタン

クリックする
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4. [RTR-5W for Windowsのインストール ]を選択し、[実行 ]ボタンをクリックすると、[ユー
ザ アカウント制御 ]画面が表示されます。

[setup.exe]、[認識できない発行元 ]と表示されますので、インストールを続行するには、

管理者アカウントの [パスワード ]を入力し [OK]ボタンをクリックしてください。

5. [続行 ]ボタンをクリックすると、インストールが開始します。

内容を確認しながら指示に従ってインストールを行ってください。

6. アプリケーションのインストールが終了すると、以下のメッセージ画面が表示されます。
[インストール ]ボタンをクリックしてください。

-インストールが完了すると、Windowsの [スタート ]メニューのプログラムに 

[RTR-5W for  Windows]が登録されます。
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ネットワーク設定ユーティリティの操作方法

■起動方法　

Windowsのスタートメニューのプログラムの中から [RTR-5W for Windows ] - [ネットワー
ク設定ユーティリティ ]をクリックすると起動します。

■ヘルプの使い方

ソフトウェアの使い方はソフトウェアの中のヘルプで詳しく説明しています。

-メニューバーの [ヘルプ ] - [ネットワーク設定ユーティリティの使い方 ]の [目次 ] [キー
ワード ]のいずれかのタグをクリックし、わからない語句を検索します。

[目次 ]
分類されたトピックをクリックすると説明が表示されます。

[キーワード ]
キーワードリストよりキーワードを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると説明が表示されます。

-ダイアログボックスの ボタンをクリックすると、ダイアログボックス内の説明が

表示されます。
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■ネットワーク設定ユーティリティの機能

ネットワーク設定ユーティリティは、以下の機能があります。

● ネットワーク初期設定
RTR-5Wをお買い上げいただいた直後は、まずネットワーク初期設定で RTR-5Wに IPアドレスとサブネッ
トマスクを割り当てます。

● ネットワーク詳細設定
RTR-5Wの設定値受信およびさらに細かいネットワークの設定ができます。

SNTP設定（自動時刻設定）では、RTR-5Wの時刻を自動的に NTPサーバから取得する設定ができます。時
刻の設定は RTR-5W for Windowsから設定できますが、RTR-5Wはリブート（再起動）すると時刻が初期化
されてしまいます。SNTPサーバが設定されていると、再起動時に時刻を合わせることができます。

注意：

ネットワーク設定ユーティリティは、同一ネットワーク（同一のブロードキャストドメイン）内で、必ず 1
台のパソコンから起動してください。

複数のパソコンから、同時にネットワーク設定ユーティリティを起動すると、正しい動作をしない場合があ
ります。

[メニュー ]

[メニュー ] - [ログイン履歴 ]
履歴機能を使いたくない場合は、[無効 ]を選択すると、履歴の表示ができなくなります。

[メニュー ] - [ログイン履歴のクリア ]
ログイン履歴をすべて消去します。

[メニュー ] - [通信時間設定 ]
各種設定時の通信時間をネットワーク環境によって変えることができます。
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ネットワーク初期設定

RTR-5Wをネットワークに接続するには、ネットワーク環境に合った IPアドレスとサブ
ネットマスクの設定が必要です。

注意：

ご購入直後の RTR-5Wはすべて同じ IPアドレスが設定されています。IPアドレスの変更は 1台づつ接続し
て行ってください。同じ IPアドレスの機器を同一のネットワークに接続しないでください。

1. RTR-5Wを [ネットワーク設定ユーティリティ ]が起動しているパソコンと同一のネッ
トワークに接続します。

2. [ネットワーク初期設定 ]タブをクリックし、[検索 ]ボタンをクリックします。5秒ほ
どで検索結果が表示されます。

* 出荷時状態の RTR-5Wは、IPアドレス：192.168.1.200、サブネットマスク：255.255.0.0と表示されます。 

MACアドレスは、RTR-5W本体背面のシールに記載されています。

[設定変更 ]
ボタン

[検索 ]
ボタン接続されている

RTR-5W

3. [検索結果リスト ]より設定する RTR-5Wの IPアドレスを指定し、[設定変更 ]ボタン
をクリックします。

* IPアドレスをダブルクリックしても [ネットワーク設定 ]画面が表示されます。



37

4. IPアドレスとサブネットマスクを入力します。
* お客様のネットワーク環境に合った IPアドレスとサブネットマスクを設定してください。

注意：

他の機器と同じ IPアドレスを設定しないでください。ネットワークシステム全体が異常になる場合があ
ります。

" IPアドレス"
"サブネットマスク"
を入力する

[送信 ]
ボタン

"ログイン ID"、"パスワード"
を入力する

5. 入力後、ログイン IDとパスワードを入力します。
* 出荷時状態の RTR-5Wはログイン ID："wsc-user"、パスワード："wsc-passwd"と設定されています。

ログイン ID・パスワードの変更は次ページの [ネットワーク詳細設定 ]より行ってください。

6. 入力に誤りがないか確認し、[送信 ]ボタンをクリックすると [送信完了 ]のメッセー
ジが表示されます。 

[OK]ボタンをクリックすると設定が完了します。

* RTR-5Wは設定後に自動的に再起動します。再起動中は [検索 ]ボタンをクリックしても、検索されま

せん。30秒ほど待ってから実行してください。

【検索されない場合】

-パソコンと RTR-5Wが正しく接続されているかチェックしてください。

-ネットワークケーブルの種類やハブの電源などをチェックしてください。

-ネットワーク環境によっては、パソコン側の IPアドレス・サブネットマスクなどのネットワー

ク設定を変更しないと検出できない場合があります。[パソコン側のネットワーク設定の確認・

変更方法 ]は、p.131～ 133を参照してください。

-未設定の無線 LANカードは接続しないでください。
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ネットワーク詳細設定

RTR-5Wのネットワーク初期設定後、設定値受信およびさらに細かいネットワークの設
定ができます。

* この設定を行う前に、正しい IPアドレスを RTR-5Wに設定をしておいてください。

■設定値を受信する

1. [ネットワーク詳細設定 ]タブをクリックします。

2. [設定値受信 ]欄に設定する RTR-5Wの情報を入力し、[設定値受信 ]ボタンをクリッ
クすると、設定値が表示されます。

● 今まで通信が成功した RTR-5Wの IPアドレスまたはドメイン名が [設定値受信の履歴 ]に表示されま

す。 

ここから IPアドレスやドメインを指定すると、ログイン ID・パスワード・ポート番号が自動的に入

力されます。

* [メニュー ]より [ログイン履歴 ]を [無効 ]にしてあるまたは [ログイン履歴のクリア ]によりログイン

履歴をクリアした場合は [設定値受信の履歴 ]は表示されません。

設定する RTR-5Wの
情報を入力する

[設定値受信 ]
ボタン

[設定変更 ]
ボタン

[設定値の履歴 ]
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■設定（変更）をする

1. [ネットワーク詳細設定 ]画面内の [設定変更 ...]ボタンをクリックし、設定の変更を行っ
てください。

設定する RTR-5Wの情報
を入力する

[設定値の送信 ]
ボタン

2. 設定後、設定値の送信先の情報を入力し、[設定値の送信 ]ボタンをクリックします。

3. [再起動しますか？ ]というメッセージが表示され、[はい ]ボタンをクリックすると、
通信機能の再起動が行われます。

* RTR-5Wの通信機能を再起動しないと、設定は有効になりません。

[はい ]
ボタン

4. 再起動が終了すると、設定が完了します。
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[ダイヤルとメール認証設定 ]ボタン

電話回線を利用してパソコンからダイヤルアップ接続する場合の設定、POP before 
SMTP認証 /SMTP認証を利用する場合の設定、RTR-5Wから電話回線に接続し警報メー
ルを送信するための設定です。

1. [ネットワーク詳細設定 ]画面内の [ダイヤルとメール認証設定 ]ボタンをクリックし、
各設定の変更を行ってください。

* 各設定の詳細については、[ネットワーク設定ユーティリティ ]内の [ヘルプ ]を参照ください。

[ダイヤルとメール認証設定 ]
ボタン

2. 各種設定後、[OK]ボタンをクリックします。

[OK]
ボタン

3. [ネットワーク詳細設定 ]画面の [設定値の送信 ]ボタンをクリックし、再起動させます。

* RTR-5Wの通信機能を再起動しないと、設定は有効になりません。
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[通信機能の再起動 ]ボタン

ブラウザが開けない、何度も連続して無線通信に失敗するなど、通信時に異常がおきた場合は [通
信機能の再起動 ]ボタンをクリックしてください。 
なお、再起動により、RTR-5W Webビューアーのデータ推移のグラフはリセットされます。

注意：

[設定値の送信 ]ボタン、[通信機能の再起動 ]ボタンを連続してクリックすると、通信ができない場合があり
ます。20秒ほどしてから再び実行してください。

[通信機能の再起動 ]
ボタン
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ネットワークの設定を工場出荷時の設定に戻す

IPアドレスがわからなくなってしまったり、パスワードを忘れてしまった場合、ネットワー
クの設定を工場出荷時の設定に戻すことができます。

1. RTR-5W本体に接続されている ACアダプタを抜きます。

2. RTR-5W本体側面にある <RESET>ボタンを先の細い物で押しながら、ACアダプタを
接続します。

<RESET>ボタン

3. RTR-5W本体正面にある < POWER >が点滅したら、<RESET>ボタンを離すと、工
場出荷時の設定に戻ります。
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RTR-5Wの時刻設定

RTR-5Wの時刻が正確でないと、警報が発生した時の時刻、RTR-5W Webビューアーでの
時刻が違ってしまいます。ご使用前に正しく設定してください。

■自動的に時刻を設定する
通常、RTR-5Wを再起動すると時刻が初期化されてしまいますが、SNTPサーバが設定さ
れていると再起動時に時刻を合わせることができます。

* SNTP（NTP）サーバはネットワーク上の端末の時刻を合わせるためのサーバです。

1. [ネットワーク設定ユーティリティ ]を起動し、[ネットワーク詳細設定 ]タブをクリッ
クし、設定する RTR-5Wの設定値受信を行います。

2. [設定変更 ]ボタンをクリックし、設定変更画面を表示します。

SNTP設定

3. [SNTP設定 ]の "ON"にチェックし、設定します。

[NTPサーバを見つける方法 ]

-社内 LANに接続している場合は、社内に NTPサーバを立ててある場合があるので、ネットワーク管理の方にお問

い合わせください。

-インターネットに接続している場合は、プロバイダで公式に NTPサーバを公開している場合がありますので、ご契

約のプロバイダへお問い合わせください。

-インターネット上に公開されている NTPサーバを利用する場合は、Yahooや Googleなどの検索サイトから [NTP

サーバ ]と入力すると検索できます。大学や学術機関などで多く公開しています。なるべくネットワーク経路が近

いと思われるサーバを利用してください。また、この場合はゲートウェイアドレスの設定も必要です。 

また、利用する際に、接続が自由にできるか、接続にあたり利用条件などがないか確認してください。 

なお、お客様のインターネットへの接続方法によっては、ファイアウォールなどにより NTPパケットが止められ

ている場合もありますのでご注意ください。
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4.  設定後、設定値の送信先の情報を入力し、[設定値の送信 ]ボタンをクリックします。

[設定値の送信 ]
ボタン

設定する RTR-5Wの情報
を入力する

5. [再起動しますか？ ]というメッセージが表示され、[はい ]ボタンをクリックすると、
通信機能の再起動が行われます。

* RTR-5Wの通信機能を再起動しないと、設定は有効になりません。

[はい ]
ボタン

6. 再起動が終了すると、設定が完了します。
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■手動で時刻の設定をする

* 手動で時刻設定を行う場合は、設置場所作成後に行ってください。

注意：

手動で時刻を設定した場合は、再起動や ACアダプタを外すと時刻がリセットされます。再起動や ACアダ
プタを外した場合は再設定してください。

1. [RTR-5W for Windows]を起動します。

2. 設定する設置場所（RTR-5W）アイコンのプロパティを開きます。
[登録・管理 ] - [設置場所（RTR-5W）のプロパディ ]または設置場所アイコンをマウスの右ボタンでクリッ
クし [設置場所（RTR-5W）のプロパティ ]を開いてください。

[時刻設定 ]
ボタン

3. [時刻設定 ]ボタンをクリックし、現在時刻を設定します。

-パソコンの時刻を設定する :パソコンの時刻と同じ設定にする。 
*パソコンの時刻が正確か確認してから行ってください。

-指定した時刻を設定する：直接入力して時刻を設定する。

[設定 ]
ボタン

4. [設定 ]ボタンをクリックすると、RTR-5Wに送信され、設定が終了します。
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RTR-5W for Windowsの操作方法

■起動方法　

Windowsのスタートメニューのプログラムの中から [RTR-5W for Windows] - [RTR-5W for 
Windows]をクリックすると起動します。

■ヘルプの使い方

ソフトウェアの使い方はソフトウェアの中のヘルプで詳しく説明しています。

-メニューバーの [ヘルプ ] - [トピックの検索 ]の [目次 ] [キーワード ] [検索 ]のいずれ
かのタグをクリックし、わからない語句を検索します。

[目次 ]
分類されたトピックをクリックすると、説明が表示されます。

[キーワード ]
キーワードリストよりキーワードを選択し [表示 ]ボタンをクリックすると、説明が表示されます。

[検索 ]
検索したいキーワードを入力し [検索開始 ]ボタンをクリックすると、入力したキーワードが含まれて
いるトピックが表示されます。トピックを選択し [表示 ]ボタンをクリックすると、説明が表示されます。

-ダイアログボックスの ボタンをクリックすると、ダイアログボックス内の説明が

表示されます。
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■ RTR-5W for Windowsの機能
[RTR-5W for Windows]は、RTR-5Wを介して RTR-5シリーズを利用するためのアプリケーショ

ンです。アプリケーションの画面上では、設置場所・グループ・子機の登録、記録の設定、警報

監視の設定や記録データの取得などを行うことができます。

アプリケーションの画面上では、各機器を設置場所やグループとしてツリー形式で表示します。

設定内容表示エリア

ツールバー

メニューバー

管理ツリー

メニューバー

コマンドが格納されているメニューが並んでいます。各メニューから各機能の設定または表示をする

時に使います。

ツールバー

使用頻度の高いコマンドをボタン化しています。

管理ツリー

設置場所（ツリーの最上位項目となる）、グループ、子機をツリー上に表示して管理します。 
各アイコン上でマウスの右ボタンをクリックすると、クリックしたアイコンに関係するメニューが表

示されます。

設定内容表示エリア

各アイコン（設置場所、グループ、子機）をクリックすると、それぞれの設定内容が表示されます
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子機 /中継機の登録手順

1. 親機（RTR-5W）に付属の ACアダプタを接続し、LANケーブルでパソコンと接続する。

[RTR-5Wの準備 ]  p.23参照

2. 子機、グループを登録します。
設置する予定の子機を全て登録します。

[子機登録 ]  p.51～参照

3. 中継機と、ルート名を登録する。

[中継機登録 ]  p.58～参照

注意：

中継機を設置しない場合は中継機登録の必要はありませんが、親機と子機の電波状態が悪い場合は、中
継機を設置してください。



49

■中継機について

中継機とは弊社製の RTR-5シリーズのワイヤレスコミュニケーションポート RTR-50を
中継機として登録したものです。

[中継機使用時の制限事項 ]

中継機は理論値として 250台設置可能ですが、1台追加する毎に比例的に通信時間が
長くなります。 子機のロギングデータを吸上げる場合、中継機か無い場合でもフルデー
タで約 7分要しますが、これに中継機を追加すると一台につき 7分通信時間が長くな
ります。10台設置すると計算上 70分となります。

RTR-50の通信時間は、一回につき開始から 2時間 30分以内という制限があります。
その為、250台の中継機でフルデータ吸上げは不可能になります。フルデータを吸上
げる必要がある場合、中継機の台数は 20台位までにする必要があります。

データ吸上げ以外の通信では、250台の中継機を設置しても、この制限に抵触する事
はありません。

[中継機の登録イメージ ]

中継機は登録すると自動的に 1台につき 1つの中継機番号が付加されます。
また、中継機を登録する際に [ルート名 ]を指定し、複数の中継機を経由する場合には、
このルート名が一致する中継機間でデータが中継されていきます。
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注意：

- 各中継機に対して任意の子機と中継させることができますが、無線通信の多くが子機のグループ単位で行
われるため、同じグループの子機が別々の中継機に中継されていると、効率が悪く、必要以上に通信時間
がかかってしまいます。通信時間短縮のためには、前ページの "中継機の登録イメージ "の様に同一グルー
プ単位で同じ中継機を中継するよう設計してください。

- 中継機番号は、ルートごと登録順に自動的についていきます。 
親機に近いところから順番に通信する設定になっていますので、設置する際にご注意ください。

通信順序　例：

通常の通信順序は、上記のように中継機の番号順に通信されます。

親機から近い順に番号通り並んでいないと以下のような通信経路になり、通信距離を延ばす効果を発揮で
きなかったり、必要以上に通信時間がかかってしまいます。

4. 各登録が終了したら、[中継機登録 ]画面より [通信 ] - [無線通信テスト ]で通信の状
態を確認してください。

* 中継機を登録しない場合は各子機の現在データを取得し、通信の状態を確認してくだ

さい。
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子機登録

データロガーと RTR-5Wの間を無線で通信する場合は、データロガーを RTR-5Wの子機
として登録しておく必要があります。

■設置場所を作成する

1. [RTR-5W for Windows]を起動します。

2. [登録・管理 ]メニューより [設置場所（RTR-5W）作成 ]を選択すると、設置場所名入
力画面が表示されます。

* 設置場所名には、スペース、\ / : , ;*?"<>|& は使用できません。

設置場所名を入力する

[OK]
ボタン

3. 設置場所名を入力し、[OK]ボタンをクリックすると、管理ツリーに設置場所が作成さ
れます。

管理ツリー

設置場所アイコン

4. 設置場所アイコンをクリックし、[登録・管理 ]メニューより [設置場所（RTR-5W）
のプロパティ ]を選択し、ネットワーク設定ユーティリティで設定した IPアドレスを

入力します。

* 設置場所アイコン上でマウスの右ボタンをクリックすると、メニューが表示され、[設
置場所（RTR-5W）のプロパティ ]を選択すると、[設置場所（RTR-5W）のプロパティ ]
画面が表示されます。
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アクセス設定

[ネットワーク設定ユーティリティ ]で RTR-5Wに割り当てた IPアドレスかドメインを入力してくだ
さい。

ブラウザ表示設定

必要に応じて、[ブラウザ表示設定 ]を行ってください。
- ブラウザからのアクセスを可能にする 
ブラウザでのアクセス許可／禁止を設定できます。

- データ推移グラフ用のデータ取得間隔 <選択値：なし ,15,20,30分 ,1,2,3,6,12,24時間 > 
ブラウザで現在値モニター・簡易グラフを表示する際のデータ取得間隔を設定できます。

アクセス方法

パソコンから RTR-5Wへのアクセスに [LAN]か [ダイヤルアップ ]のどちらを使用するかの選択ができ
ます。

- ダイヤルアップで接続する場合のみ [ダイヤルアップ ]を選択してください。それ以外は、[LAN]（イ
ンターネット経由含む）を選択してください。

- ダイヤルアップ接続する場合は、先に [ネットワーク設定ユーティリティ ]で [ダイヤル設定 ]画面
から、[ダイヤル着信設定 ]を設定しておいてください。

- ダイヤルアップ接続の設定に関して、詳しくは [RTR-5W for Windows]内の [ヘルプ ]をご参照くだ
さい。

5. 入力後、[設定 ]ボタンをクリックすると [アクセス設定 ]欄に入力した RTR-5Wに送
信され、設置場所の設定が完了します。

[設定 ]ボタン

[アクセス設定 ]欄

[ブラウザ表示設定 ]欄

[アクセス方法 ]欄

ネットワーク初期設定で割り当てた IP
アドレス、ドメインを入力する

[リブート ]ボタン

[時刻設定 ]ボタン

[時刻取得 ]ボタン
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[時刻取得 ]ボタン
設置場所と通信し、設置場所内部の時計に設定されている時刻を取得、表示します。ネットワークの

遅延などから数秒ずれる場合があります。

[時刻設定 ]ボタン
SNTPサーバを設定していない場合、このボタンから RTR-5Wの時刻設定を行います。この場合 RTR-
5Wを再起動するたびに時刻がリセットされるため、毎回時刻の設定が必要です。詳しくは p.41～を
参照してください。

[リブート ]ボタン
RTR-5Wを再起動することができます。RTR-5W内部のスクリプトをアップデートした際など再起動
が必要になります。

注意：

- RTR-5Wを再起動すると時刻設定がリセットされます。SNTPサーバを設定していない場合は再度時刻
設定を行って下さい。

- RTR-5Wを再起動すると警報ログや、データ推移用ファイル（ブラウザで表示される現在値やグラフの
データ）は消去されます。
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■グループを作成する

1. [登録・管理 ]メニューより [グループ作成 ]を選択すると、グループ名入力画面が表示
されます。

* グループ名は半角 8文字まで入力できます。

* 全角、スペース、\ / : , ;*?"<>|& は使用できません。

[OK]
ボタングループ名を

入力する

2. グループ名を入力し、[OK]ボタンをクリックすると、管理ツリーの設置場所の下にグ
ループが作成されます。

管理ツリー

グループアイコン

3. グループアイコンをクリックし、[登録・管理 ]メニューより [グループのプロパティ ]
と選択し、指定したグループで使用する通信周波数チャンネルを指定します。

* グループアイコン上でマウスの右ボタンをクリックすると、メニューが表示され、[グループのプロパ

ティ ]を選択すると同じ画面が表示されます。

[OK]
ボタン

通信周波数チャンネルを
指定する

通信周波数チャンネル

- 通信周波数チャンネルは、1グループにつき 1チャンネル（チャンネル番号 0～ 3）設定ができます。
- 異なるグループの設置場所が隣接していて、通信が同時に行われる可能性がある場合は、それらの
グループの通信周波数チャンネルが異なるように設定してください。同じ周波数チャンネルのグルー

プが同時に通信を行うと、無線通信が失敗することがあります。

- 新規グループ登録時のみ設定でき、一度設定すると変更できません。

4.  [OK]ボタンをクリックすると、グループの設定が完了します。



55

■子機登録をする

1. RTR-5Wにデータロガーの背面を上にして載せます。

接続方法は p.24を参照してください。

2. 管理ツリーより登録先のグループを指定し、[登録・管理 ]メニューより [子機（RTR-5, 
RVR-5）登録 ]を選択すると子機登録画面が表示されます。

* グループアイコン上でマウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示され、[子機登録 ]を選択する

と、[子機登録 ]画面が表示されます。

* 設置場所アイコンに "！ "が付いている場合は、設定終了後にグループ・子機情報送信を行ってください。

管理ツリー

登録するグループを 
指定する

3. 子機名を入力し、[登録 ]ボタンをクリックすると、設定が完了します。

RVR-52をご使用の場合は、[RVR-52測定モード ]ボタンをクリックし、測定モードを

指定してください。

[登録 ]
ボタン

子機名を入力する

[RVR-52測定モード ]
ボタン

登録が完了した子機

* 続けて複数の子機を登録する場合は、1.～ 3.の手順を繰り返してください。
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■登録情報を RTR-5Wに送信する
* 設定を変更するたびにこの動作を行ってください。

1. 管理ツリーより設置場所を指定し、[設定 ]メニューより [グループ・子機情報送信 ]
を選択します。

[送信 ]
ボタン

2. [送信 ]ボタンをクリックすると、登録した内容が RTR-5Wに送信され、設定が完了し
ます。
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■無線通信テスト

中継機を設置しない場合は、各子機の現在データを取得し、RTR-5Wと子機間の無線通信
が可能か確認します。

1. 子機を実際に測定する場所に設定します。
* 電送距離は、障害物のない見通しのよい直線距離で約 100mです。

2. 管理ツリーより設置した子機を指定し、[データ ]メニューより [現在データ取得 ]を
選択します。

* 指定した子機アイコン上でマウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示され、[現在データ取得 ]

を選択すると、[現在データ取得 ]画面が表示されます。

指定した子機が
表示される

3.  [取得 ]ボタンをクリックすると、子機と通信を開始し、現在値が表示されます。

[取得 ]
ボタン

現在値が表示されない場合は、子機の場所を移動し、もう一度現在データを取得して

みてください。
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中継機登録

データロガーと RTR-5Wの間に中継機を追加する場合は、RTR-50を中継機として登録し
ます。

■ USBデバイスドライバをインストールする
* [RTR-5W for Windows]をインストールするパソコンではアドミニストレータ（パソコ
ンの管理者）の権限が必要です。

[Windows 2000/Vista/7の場合 ]
* Windows 2000/Vista/7の場合は、[RTR-5W for Windows]をインストールすると、自動
的に USBデバイスドライバのインストールを行います。

インストール後の確認 ･･･Windows Vista/7の場合

1. RTR-50をパソコンに接続します。
-パソコンとの接続方法は、RTR-50の取扱説明書を参照してください。

2. コントロールパネルの [システムとメンテナンス ]をクリックし、[デバイスマネージャ ]
をクリックします。

*クラシック表示の場合は、[デバイスマネージャ ]アイコンをクリックしてください。

3. [デバイス マネージャ ]画面の [USB Recorder Com]の下に [USB Recorder2]と登録さ
れます。
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インストール後の確認 ･･･Windows 2000の場合

1. RTR-50をパソコンに接続します。

-パソコンとの接続方法は、RTR-50の取扱説明書を参照してください。

2. [コントロールパネル ]より [システム ]をダブルクリックすると、システムプロパティ
が表示されます。

3. [ハードウェア ]タブをクリックし、デバイス マネージャの [デバイス マネージャ ]ボ
タンをクリックします。

4. [デバイス マネージャ ]画面の [USB Recorder2 Com]の下に [USB Recorder2]と登録
されます。
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[Windows XPの場合 ]
*先に [RTR-5W for Windows]をインストールしてから、USBドライバのインストールを
行ってください。

1. パソコンの電源を入れ、Windowsを起動します。

2. RTR-50をパソコンに接続します。
-パソコンとの接続方法は、RTR-50の取扱説明書を参照してください。

3. RTR-50をパソコンに接続すると、自動的に [新しいハードウェアの検索ウィザード ]
が起動します。

- 自動的に起動しない場合は、次ページを参照してください。

-以下のような画面が表示されたら、[いいえ、今回は接続しません ]にチェックし、[次

へ ]ボタンをクリックしてください。

*このような画面は、[Service Packなし ]、[Service Pack 1]では表示されません。

4. [ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）]にチェックし、[次へ ]ボタンを
クリックすると、自動的にインストールを開始します。

5. インストールが終了したら、[完了 ]ボタンをクリックします。
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自動でドライバが見つからなかった場合

以下の手順でインストールを行ってください。

1. データロガーに接続されている USBケーブルを一度抜き、再度データロガーに接続し
てください。

2. [新しいハードウェアの検索ウィザード ]が起動します。

-以下のような画面が表示されたら、[いいえ、今回は接続しません ]にチェックし、[次

へ ]ボタンをクリックしてください。

*このような画面は、[Service Packなし ]、[Service Pack 1]では表示されません。

3. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細）]にチェックし、[次へ ]ボタン
をクリックすると、自動的にインストールを開始します。
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4. [次の場所を含める ]にチェックし、[参照 ]ボタンをクリックし、ドライバの場所を指
定します。

- RTR-5W for Windowsのインストールフォルダより使用する機器のドライバを指定し

てインストールする。

[ RTR-5W for Windows￥Driver RTR-50 ]

- CDをCD-ROMにセットし、CD内より使用する機器のドライバを指定してインストー

ルする。

[ CD-ROMドライブ￥Device Driver￥RTR-50 ]

5. 指定後、[次へ ]ボタンをクリックすると、インストールを開始します。

インストールが終了したら、[完了 ]ボタンをクリックします。
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インストール後の確認 ･･･Windows　 XPの場合

1. データロガーをパソコンに接続します。
-パソコンとの接続方法は、RTR-50の取扱説明書を参照してください。

2. [コントロールパネル ]より [パフォーマンスとメンテナンス ] - [システム ]をクリッ
クすると、システムのプロパティが表示されます。

3. [ハードウェア ]タブをクリックし、[デバイス マネージャ ]内の [デバイスマネージャ ]
ボタンをクリックします。

4. [デバイス マネージャ ]画面の [USB Recorder2 Com]の下に [USB Recorder2]と登録
されます。

注意：

[USB Recorder2 Com]の下の [USB Recorder2]の頭に "！ "や "？ "、デバイスマネージャ画面に [？そ
の他のデバイス ] - [?! USB Device]と表示されている場合は、USBドライバのインストールができてい
ません。[USBドライバのインストールが失敗している場合 ] （p.134-135）を参考に、再インストールを行っ
てください。
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■中継機を登録する

1.  登録する中継機とパソコンを USBまたはシリアルケーブルで接続します。

* シリアルケーブルで使用する場合は [通信ポートの設定 ]を行ってください。詳しくは RTR-

50の取扱説明書または RTR-50 for Windows内のヘルプを参照してください。

2. [RTR-5W for Windows]を起動します。

3. [登録・管理 ]メニューより [中継機登録 ]を選択すると、接続一覧に現在の接続状態
が表示されます。

接続一覧

4. 中継ルート名を入力後、[新規追加（通信）]ボタンをクリックすると、接続一覧に表
示され、中継機の登録が完了します。

* 中継ルート名は半角 8文字以内で指定してください（全角不可）

中継ルート名

[新規追加（通信）]
ボタン

周波数番号

- 新規の中継ルート名を登録時のみ周波数番号の設定ができます。
- 中継機通信周波数番号は、子機グループ通信周波数番号と違う番号（チャンネル）にすることを推
奨します。子機・中継機の電池寿命に有利となります。

- 一度設定をすると変更できません。

メモ

中継機判別用にメモを設定できます。（半角 8文字まで）
必要が無ければ空白のままで構いませんが、中継機を登録後には変更ができません。変更したい場合

には中継機ルートの再作成が必要になるので注意してください。
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■中継機に子機を関連づける

1. 接続一覧より中継機に関連づけたい子機を選択し、右クリックするとメニューが表示
されます。

接続一覧

2. [中継機に関連づける ]をクリックすると、中継機の選択画面が表示されます。
中継ルート名と中継機番号を選択し、[OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。

[OK]
ボタン

* 接続一覧より中継ルートに追加したい子機を選択し、関連づけたい中継機にドラッグ＆
ドロップすると中継ルートに子機が追加されます。
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中継した子機を中継ルートから外す

接続一覧より中継ルートから外したい子機を選択し、右クリックするとメニューが表示

され、[中継しない ]を選択すると親機直下に戻ります。

または、接続一覧より中継ルートから外したい子機を選択し、親機アイコンにドラッグ

＆ドロップすると親機直下に戻ります。

[中継機情報／削除／初期化 ]タブ

[ルート削除 ]
ボタン

[中継機削除 ]
ボタン

[本体交換（通信）]ボタン

[初期化（通信）]ボタン

[中継機情報 /削除 /初期化 ]タブ

中継機情報

接続一覧より選択した中継機の情報が表示されます。

- 中継ルート名 :中継ルート名を表示します。
- 周波数番号：中継機が属する中継ルートの周波数番号を表示します。
- 中継機番号：中継機番号を表示します。
- 中継機メモ：中継機メモを表示します。

[ルート削除 ]ボタン
接続一覧から選択した中継ルートを削除します。

中継ルートを削除するとその中継ルートの中継機は自動的に削除され、子機は親機直下に戻ります。
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[中継削除 ]ボタン
接続一覧から選択した中継機を削除します。

複数台の中継機を使用していて、選択した中継機が末端の中継機でない場合は、削除はできません。

末端でない中継機を削除した場合は、削除したい中継機が末端の中継機になるまで中継機の削除を繰

り返すか、中継ルートを削除して再度順に中継機を追加して中継ルートを再設計してください。

[本体交換（通信）]ボタン
中継機の故障などで新しい中継機と交換したい場合、接続一覧から交換したい中継機を選択し、新し

い中継機を USBまたはシリアルケーブルでパソコンと接続し、[本体交換（通信）]ボタンをクリック
すると、前の中継機の情報が新しい中継機に登録されます。

交換する中継機に関連づけされている子機は、親機直下に戻ります。再度接続一覧で子機の関連づけ

を行ってください。

[初期化（通信）]ボタン
初期化したい中継機と USBまたはシリアルケーブルでパソコンと接続し、[初期化（通信）]ボタンを
クリックすると、接続している中継機が初期化されます。

注意：

初期化を行うと現在の登録情報は全て削除され、出荷時の状態（弊社製の他製品用で親機になっています）
になります。

[中継機情報取得 ]タブ

[中継機情報取得 ]タブ

[情報取得（通信）]
ボタン

情報を取得したい中継機と USBまたはシリアルケーブルでパソコンと接続し、[情報取
得（通信）]ボタンをクリックすると情報が表示されます。

-結果：接続されている本体が初期状態か、中継機かを表示します。

*初期状態は弊社製の他製品用で親機になっています。

*RTR-5Wシステムでは中継機としてのみ利用可能です。

-中継ルート名 :中継ルート名を表示します。

-周波数番号：中継機が属する中継ルートの周波数番号を表示します。

-中継機番号：中継機番号を表示します。

-電池残量：電池残量を表示します。（1：少ない～ 5：多い）
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■無線通信テスト

1. [中継機登録 ]画面より [通信 ] - [無線通信テスト ]選択します。

2. 検索方法を選択し、[通信開始 ]ボタンをクリックすると通信を開始します。

[通信開始 ]
ボタン

全子機／全中継機をテストする

接続一覧に表示されている全ての子機と、全ての中継機に対して電波強度を取得して通信結果に表示

します。

子機グループ

[子機グループ名 ]リストより指定したグループの子機の電波強度を表示します。

中継ルート

-全てのルート： 
全てのルートを経由する中継機と子機の電波強度を表示します。

*親機直下の子機の通信テストは行いません。
-指定したルート： 
［中継ルート名］リストより指定したルートを経由する中継機と子機の電波強度を表示します。 
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3. 通信テストの結果が表示されます。

--- 通信成功。電波強度を縦線の本数で表示します。（Min:1 / Max:5）
中継機の場合は、中継機番号が 1小さい中継機（中継機 1の時は親機）
との電波強度を表示します。

--- 通信失敗。通信をして通信が失敗した子機または中継機の場合に表示
します。

--- 検索方法で指定されなかった（通信しなかった）子機または中継機の
場合に表示します。

* 通信に失敗した子機 /中継機は、設置場所の確認、電池残量の確認を行ってください。
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記録設定

注意：

-パソコンの時刻が正しくないと記録スタート時の時刻が違ってしまいます。記録開始前に正しいか確認し
てください。

- アジャストメントを行う際は、[アジャストメント設定（光通信）]（p.124-125）より設定を行ってください。
また、RTR-52Ptを使用する場合は、[RTR-52Ptセンサ設定 ]（p.123）よりセンサの設定を行ってください。

1. [RTR-5W for Windows]を起動します。

2. 管理ツリーより記録設定を行う子機を指定し、[設定 ]メニューより [記録開始・停止 ]
を選択します。

3. 記録条件の設定をします。

通信方法 <選択値：無線／光通信 >
RTR-5Wと子機の通信方法を指定します。*複数指定した場合は無線通信のみです。

記録開始日時 <選択値：即時スタート／予約スタート >
予約スタート：設定した日時から記録を開始します。 
即時スタート : [記録開始 ]ボタンをクリック後から記録を開始します。 
RTR-51/52/53の場合は、使用機種の指定をすると、記録終了時刻が表示されます。

記録間隔 <選択値：1/2/5/10/15/20/30秒 1/2/5/10/15/20/30/60分 >
▼ボタンをクリックし、一覧から記録間隔を選択します。

記録モード <選択値：エンドレス／ワンタイム >
エンドレス：記録容量が 16000個を超えると、一番古いデータから上書きし、記録を続けます。 
ワンタイム：記録容量が 16000個に到達すると、本体液晶表示部に FULLと表示し、記録を停止します。 
*RTR-53は各 8000個です。



71

測定モード
（RVR-52のみ）

[記録開始 ]
ボタン

[設定値受信]ボタン

[記録停止]ボタン

測定モード <選択値：電圧（瞬時値 /平均値）／パルス（立ち上がり /立ち下がり）／ 

イベント（時刻）> ・・・RVR-52の場合
電圧・瞬時値：設定した記録間隔毎の瞬間の電圧を記録します。（液晶単位：V）

電圧・平均値：設定した記録間隔 15秒以下の場合 1秒間毎の測定値の平均を、記録間隔 20
秒以上の場合 2秒間毎の測定値の平均を記録します。（液晶単位：V）

パルス・立ち上がり：設定した記録間隔内での信号の立ち上がり回数を記録します。液晶単位：P

パルス・立ち下がり：設定した記録間隔内での信号の立ち下がり回数を記録します。液晶単位：P

イベント・時刻：入力電圧 0～ 30Vの範囲内で 1sec以上持続した波形の立ち上がり（Lo→
Hi）／立ち下がり（Hi→ Lo）時刻を記録します。（液晶単位：P）
*記録間隔とは無関係になります。

* 測定モードの変更は、光通信で行ってください。

4. [記録開始 ]ボタンをクリックすると、設定した内容を RTR-5W経由で子機へ送信し、
設定が完了します。

注意：

記録を開始すると現在記録されているデータは全てクリアされてしまいます。

[設定値受信 ]ボタン
指定した子機の現在記録条件を取得します。

複数の子機を選択している場合は実行できません。

[記録停止 ]ボタン
子機が記録中の場合、記録を停止します。
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記録データ吸い上げ

吸い上げ時には [無線通信 ]と [光通信 ]の 2種類の通信方法で記録データの吸い上げがで
きます。

注意：

パソコンの時刻が正しくないと吸い上げた記録データの時刻が違ってしまいます。吸い上げ前に正しいか確
認してください。

■無線通信の場合

1. [RTR-5W for Windows]を起動します。

2. 管理ツリーより吸い上げを行う子機を指定し、[データ ]メニューより [記録データ吸
い上げ ]を選択します。

[吸い上げ ]
ボタン

指定した
子機の情報が
表示される

吸い上げ方法を
指定する [ファイル名指定 ]

ボタン

3. 吸い上げ方法を指定します。

4. 保存先を指定する場合は、[ファイル名指定 ]ボタンをクリックし、保存先を設定して
ください。

5. [吸い上げ ]ボタンをクリックすると、吸い上げを開始します。

吸い上げ終了後、リストから子機を選択し [グラフ開く ]ボタンをクリックすると、グ
ラフが表示されます。

[吸い上げ中止 ]ボタン
データ吸い上げを途中で中止したい場合にクリックします。 
途中までの吸い上げデータはファイルに残りませんのでご注意ください。

[グラフ開く ]ボタン
吸い上げ終了後、リストから子機を選択し、[グラフ開く ]ボタンをクリックするとグラフが表示され
ます。
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■光通信の場合

1. RTR-5W for Windowsを起動します。

2. データの吸い上げを行う子機を RTR-5Wに載せます。

3. 管理ツリーより光通信を行う設置場所を指定します。

4. [データ ]メニューより [記録データ吸い上げ（光通信）]を選択します。

[吸い上げ ]
ボタン

[指定 ]
ボタン

吸い上げ方法を
指定する

5. [指定 ]ボタンをクリックし、保存先を設定します。

* 子機を 1台のみ指定してこの画面を開いた時はデフォルトのファイル名が入ります。

6. [吸い上げ方法指定 ]を設定します。

7. [吸い上げ ]ボタンをクリックすると、吸い上げを開始します。

* 続けて複数台の吸い上げを行う場合は、2.～ 7.を繰り返してください。

[吸い上げ中止 ]ボタン
データ吸い上げを途中で中止したい場合にクリックします。 
途中までの吸い上げデータはファイルに残りませんのでご注意ください。
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温度・湿度グラフの操作方法

■起動方法　
Windowsのスタートメニューのプログラムの中から [RTR-5W for Windows] - [温度・
湿度グラフ ]をクリックすると起動します。

■ヘルプの使い方
ソフトウェアの使い方はソフトウェアの中のヘルプで詳しく説明しています。

-メニューバーの [ヘルプ ] - [トピックの検索 ]の [目次 ] [キーワード ] [検索 ]のいず
れかのタグをクリックし、わからない語句を検索します。

[目次 ]
分類されたトピックをクリックすると説明が表示されます。

[キーワード ]
キーワードリストよりキーワードを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると説明が表示されます。

[検索 ]
検索したいキーワードを入力し、[検索開始 ]ボタンをクリックすると、入力したキーワードが含まれ
ているトピックが表示されます。トピックを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると、説明が表示さ
れます。

-ダイアログボックスの ボタンをクリックすると、ダイアログボックス内の説明が表示されま

す。

-グラフ画面では、ツールバーの をクリックしてからメニュー、アイコン、メインウィンドウ上を

クリックすると、説明が表示されます。
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■温度・湿度グラフ画面の名称と機能

⑦

①

③
④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑤

①

②

① ABカーソル移動ボタン
矢印ボタンをクリックすると A・Bカーソルが同時に移動します。

② ABカーソルボタン
Aボタンまたは Bボタンをドラッグしながら左右に移動するとカーソルが移動します。

③ツールバー
使用頻度の高いコマンドをボタン化しています。

④メニューバー
コマンドが格納されているメニューが並んでいます。各メニューから各機能の設定または表示をする時に使います。

⑤横軸移動ボタン
矢印ボタンをクリックすると時間軸が移動します。

⑥横軸ゲージバー
ゲージをドラッグしながら左右移動すると目標位置まで移動します。

⑦縦軸移動ボタン
矢印ボタンをクリックすると縦軸が移動します。

⑧縦軸ゲージバー
ゲージをドラッグしながら上下移動すると目標位置まで移動します。

⑨ A・Bカーソルの位置情報
A・Bカーソル位置の日付と大まかな時間、Aカーソルと Bカーソルの時間差が表示されます。

⑩各チャンネルデータ一覧

グラフ画面下側に 1から 8チャンネルのデータ情報を表示します .
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マウスによる拡大

拡大したい領域を左ボタンでドラッグしながら囲むと拡大します。

マウスによるメニュー表示

グラフ上でマウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示されます。

ファイルをグラフにドロップしてグラフ表示

グラフ上に記録データファイルをドロップするとグラフが表示されます。

注意：

起動時の管理者レベルが異なると表示されません。 
例えば、グラフを [管理者として実行 ]で起動し、エクスプローラからファイルをグラフにドロップした場合、
エクスプローラが管理者ではなく、通常ユーザーで実行されているので表示されません。
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■データ一覧表画面の名称と機能

グラフ画面に表示されているデータを一覧表にしたものです。（[表示 ]メニューより表示）

[日時／経過 ]ボタン

記録した日時で表示するか、記録を開始してからの経過時間で表示するか切り替えができ

ます。

②

[日時／経過 ]
ボタン

①

記録日時で表示

①最高値：赤、最小値：青、平均値：ピンクで表示されています。

②スクロールバー：ドラックしながら上下移動させて目標位置まで移動できます。

経過時間で表示

マウスによるメニュー表示

一覧表上でマウスの右ボタンをクリックすると、メニューが表示されます。
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グラフの表示方法の変更

■データ表示部の色を切り替え：[表示 ]メニューより
各チャンネルデータ一覧の文字をモノクロ表示 /チャンネルカラー表示に切り替えがで
きます。

■指定 ch.グラフ表示 ON/OFF：[表示 ]メニューより
指定したチャンネルデータのみグラフに表示できます。

1. マウスで [指定 ch.表示 ON/OFF]にあわせるとチャンネル No.が表示されます。

2. チャンネル No.をクリックし、チェックマークを外すと、チェックが付いたチャンネ
ル No.のデータのみグラフに表示されます。

*ツールバーの [チャンネル表示 /非表示 ]アイコンからも同様の動作ができます。

拡大

チェック
マーク

■ Max.  Min.  Avg.計算時間設定：[ツール ]メニューより

1. [新たに設定する Max. Min. Avg計算範囲 ]に計算範囲を入力します。

- [グラフ全体 ]ボタンをクリックすると、自動的にグラフ全体の日時が表示されます。

- グラフ画面で開始位置に Aカーソル、終了位置に Bカーソルを合わせてから [Max. Min. Avg.

計算範囲設定 ]画面を開くと、自動的に ABカーソル位置の日時が入力されます。

数値を入力する

[OK]
ボタン

[グラフ全体 ]
ボタン

2. [OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。
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■記録条件の編集：[ツール ]メニューより
チャンネル名の変更と記録開始日時の修正ができます。

1.  変更したい [チャンネル No.]ボタンをクリックすると、編集項目欄にクリックしたチャ
ンネル名と記録開始日時が表示されます。

-名前：半角 32文字（全角 16文字）まで入力できます。

-開始時刻：年月日、時刻の変更ができます。

チャンネル No.

編集項目欄

[元に戻す ]
ボタン

[OK]
ボタン

2. 変更後、[OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。

* 続けて他のチャンネルの変更をする場合は、1.を繰り返してください。

* [元に戻す ]ボタンは設定中のみ有効です。[OK]ボタンをクリックすると設定前の状態には戻

せません。
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■ ch.データの並び替え：[ツール ]メニューより
グラフ表示時のデータの並び順を変更ができます。

並び替えの方法には [チャンネル No.をドラッグして並び替え ] [チャンネル No.を指
定して並び替え ]の 2種類あります。

[チャンネル No.をドラッグして並び替え ]

移動したいチャンネル No.をマウスでクリックし、移動したいチャンネル No.までド
ラッグすると移動できます。

* [元に戻す ]ボタンは設定中のみ有効です。設定終了後は設定前の状態には戻せません。

チャンネル No.を移動したい
番号までドラッグする

[OK]
ボタン

[元に戻す ]
ボタン

[チャンネル No.を指定して並び替え ]

1.  From：に移動したいチャンネル No.を、To：に移動先のチャンネル No.を指定します。

2.  [移動 ]ボタンをクリックすると、並び替えが完了します。

* [元に戻す ]ボタンは設定中のみ有効です。設定終了後は設定前の状態には戻せません。

Ch.3を Ch.7へ移動する場合
From:Ch.3、To:Ch.7と設定する

[OK]
ボタン

[移動 ]
ボタン

[元に戻す ]
ボタン
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■指定 ch.データ削除：[ツール ]メニューより

1. 削除したいチャンネル No.をチェックします。

2. [OK]ボタンをクリックすると、削除が終了します。

チェック

[OK]
ボタン
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■グラフカラー変更：[ツール ]メニューより

1. 変更したい箇所のボタンをクリックすると、色見本が表示されます。
チャンネル名、グラフ背景色、目盛り線色、拡大時 BOX色、ABカーソル色の変更ができます。

《色見本》

[初期値に戻す ]
ボタン

[ペン幅設定 ]
ボタン

[OK]
ボタン

2. 見本から好きな色を選択し、[OK]ボタンをクリックします。

3. 画面で確認後、[OK]ボタンをクリックすると変更が完了します。

* [初期値に戻す ]ボタンをクリックすると初期設定に戻ります。

【ペン幅設定】

折れ線グラフの線幅と目盛りの線幅の変更できます。

[初期設定に戻す ]
ボタン

[OK]
ボタン

1.  [▼ ]ボタンをクリックし折れ線グラフ／目盛りの線幅を変更します。

- [▲ ]ボタンをクリックすると数値が大きくなります。

- [▼ ]ボタンをクリックすると数値が小さくなります。

2. [OK]ボタンをクリックすると変更が完了します。

* [初期値に戻す ]ボタンをクリックすると初期設定値に戻ります。

■画面をクリップボードにコピー：[ツール ]メニューより
[画面をクリップボードにコピー ]をクリックすると、現在表示されているグラフ画面
をクリップボードにコピーし、他のソフトにグラフを貼り付けて使用できます。
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グラフ画面の操作方法

■拡大を元に戻す
拡大表示されている場合、元の大きさに戻ります。

■倍率アップ／倍率ダウン
一定の率でグラフ表示が拡大または縮小します。

■ ABカーソル右移動／ ABカーソル左移動
一定の率で ABカーソルが同時に右または左します。

■グラフ右移動／グラフ左移動
グラフを一定の率で右または左に移動します。

■グラフ上移動／グラフ下移動
グラフを一定の率で上または下に移動します。

■縦軸フルスケールの設定
縦軸方向のフルスケールの範囲を設定できます。

1. オートまたはマニュアルのどちらかにチェックします。
-オート：データの値に合わせて縦軸が自動的に切り替わります。

-マニュアル：任意で縦軸フルスケールの上限・下限の設定ができます。

マニュアルの場合

縦軸スケールの範囲を

入力する

[OK]
ボタン

[初期値 ]
ボタン

2. [OK]ボタンをクリックすると設定が完了します。

* [初期値 ]ボタンをクリックすると初期設定値に戻ります。



84

マルチスケールグラフの操作方法

■起動方法　

Windowsのスタートメニューのプログラムの中から [RTR-5W for Windows] - [マルチ
スケールグラフ ]をクリックすると起動します。

■ヘルプの使い方

ソフトウェアの使い方はソフトウェアの中のヘルプで詳しく説明しています。

-メニューバーの [ヘルプ ] - [トピックの検索 ]の [目次 ] [キーワード ] [検索 ]のいず
れかのタグをクリックし、わからない語句を検索します。

[目次 ]
分類されたトピックをクリックすると説明が表示されます。

[キーワード ]
キーワードリストよりキーワードを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると説明が表示されます。

[検索 ]
検索したいキーワードを入力し、[検索開始 ]ボタンをクリックすると、入力したキーワードが含まれ
ているトピックが表示されます。トピックを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると、説明が表示さ
れます。

-ダイアログボックスの ボタンをクリックすると、ダイアログボックス内の説明が表示されま

す。

-グラフ画面では、ツールバーの をクリックしてからメニュー、アイコン、メインウィンドウ上を

クリックすると、説明が表示されます。
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■マルチスケールグラフ画面の名称と機能

②

⑥ ⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

⑥

①

④
⑤

⑨

③

⑦

① ABカーソル移動ボタン
矢印ボタンをクリックすると A・Bカーソルが同時に移動します。

② ABカーソルボタン
Aボタンまたは Bボタンをドラッグしながら左右に移動するとカーソルが移動します。

③各チャンネル縦軸の表示／非表示
グラフ上のスケールの表示／非表示を切り替えます。

④ツールバー
使用頻度の高いコマンドをボタン化しています。

⑤メニューバー
コマンドが格納されているメニューが並んでいます。各メニューから各機能の設定または表示をする時に使います。

⑥横軸移動ボタン
矢印ボタンをクリックすると時間軸が移動します。

⑦横軸ゲージバー
ゲージをドラッグしながら左右移動すると目標位置まで移動します。

⑧各チャンネル縦軸
チャンネル毎に縦軸のスケールが表示されます。▲▼をクリックするとチャンネル毎に縦軸がスクロールします。

⑨縦軸移動ボタン
矢印ボタンをクリックすると縦軸が移動します。

⑩縦軸ゲージバー
ゲージをドラッグしながら上下移動すると目標位置まで移動します。

⑪ A・Bカーソルの位置情報
A・Bカーソル位置の日付と大まかな時間、Aカーソルと Bカーソルの時間差が表示されます。

⑫各チャンネルデータ一覧
グラフ画面下側に 1から 8チャンネルのデータ情報を表示します。
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マウスによる拡大

拡大したい領域を左ボタンでドラッグしながら囲むと拡大します。

マウスによるメニュー表示

グラフ上でマウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示されます。

ファイルをグラフにドロップしてグラフ表示

グラフ上に記録データファイルをドロップするとグラフが表示されます。

注意：

起動時の管理者レベルが異なると表示されません。 
例えば、グラフを [管理者として実行 ]で起動し、エクスプローラからファイルをグラフにドロップした場合、
エクスプローラが管理者ではなく、通常ユーザーで実行されているので表示されません。
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■データ一覧表画面の名称と機能

グラフ画面に表示されているデータを一覧表にしたものです。（[表示 ]メニューより表示）

[日時 /経過 ]ボタン

記録した日時で表示するか、記録を開始してからの経過時間で表示するか切り替えができ

ます。

②

①

記録日時で表示

[日時／経過 ]
ボタン

①最高値：赤、最小値：青、平均値：ピンクで表示されています。

②スクロールバー：ドラックしながら上下移動させて目標位置まで移動できます。

経過時間で表示

マウスによるメニュー表示

一覧表上でマウスの右ボタンをクリックすると、メニューが表示されます。
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グラフの表示方法の変更

■指定 ch.グラフ表示 ON/OFF：[表示 ]メニューより
指定したチャンネルデータのみグラフに表示できます。

1. マウスで [指定 ch.グラフ表示 ON/OFF]にあわせるとチャンネル No.が表示されます。

2. チャンネル No.をクリックし、チェックマークを外すと、チェックが付いたチャンネ
ル No.のデータのみグラフに表示されます。

* ツールバーの [各チャンネル表示 /非表示 ]アイコンからも同様の動作ができます。

拡大

チェック
マーク

■スケール表示 ON/OFF：[表示 ]メニューより
指定したチャンネルデータのみグラフに表示できます。

1. マウスで [スケール表示 ON/OFF]に合わせるとチャンネル No.が表示されます。

2. チャンネル No.をクリックし、チェックマークを外すと、チェックが付いたチャンネ
ル No.のデータのみグラフに表示されます。

* グラフ画面内の [各チャンネルのスケール表示／非表示 ]アイコンからも同様の動作ができます。

チェック
マーク

拡大
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■ Max.  Min.  Avg.計算時間設定：[ツール ]メニューより

1. [新たに設定する Max. Min. Avg計算範囲 ]に計算範囲を入力します。

[OK]
ボタン

[グラフ全体 ]
ボタン

数値を入力する

- [グラフ全体 ]ボタンをクリックすると、自動的にグラフ全体の日時が表示されます。

- グラフ画面で開始位置に Aカーソル、終了位置に Bカーソルを合わせてから [Max. Min. Avg.

計算範囲設定 ]画面を開くと、自動的に ABカーソル位置の日時が入力されます。

2.  [OK]ボタンをクリックすると、設定が完了し、各チャンネルデータ一覧の Max.Min.
Avg.に設定した期間分のデータが表示されます。
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■記録条件の編集：[ツール ]メニューより
チャンネル名の変更と記録開始日時の修正ができます。

1. 変更したい [チャンネル No.]ボタンをクリックすると、編集項目欄にクリックしたチャ
ンネル名と記録開始日時が表示されます。

チャンネル No.

編集項目欄

[元に戻す ]
ボタン

[OK]
ボタン

-名前：半角 32文字（全角 16文字）まで入力できます。

-開始時刻：年月日、時刻の変更ができます。

2. 変更後、[OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。

続けて他のチャンネルの変更をする場合は、1.を繰り返してください。

* [元に戻す ]ボタンは設定中のみ有効です。[OK]ボタンをクリックすると設定前の状態には戻
せません。
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■ ch.データの並び替え：[ツール ]メニューより
グラフ表示時のデータの並び順を変更ができます。

並び替えの方法には [チャンネル名をドラッグして並び替え ] [チャンネル No.を指定して
並び替え ]の 2種類あります。

[チャンネル名をドラッグして並び替え ]

移動したいチャンネル名をマウスでクリックし、移動したいチャンネル名の下までドラッ

グすると移動できます。

移動したいチャンネル名
までドラッグする

[閉じる ]
ボタン

[チャンネル No.を指定して並び替え ]

1. 選択 1：に移動したいチャンネル No.を、選択 2：に移動先のチャンネル No.を指定し
ます。

2. [1, 2を交換 ]ボタンをクリックすると、並び替えが完了します。

[1, 2を交換 ]
ボタン

[閉じる ]
ボタン

Ch.3を Ch.7へ移動する場合
選択1:Ch.3、選択 2:Ch.7と設定する
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■チャンネルデータ結合：[ツール ]メニューより
2つの別のデータを 1つのデータに結合できます。

注意：

以下のデータは結合できません。

-結合後のデータ数が 16000データを超えている

-記録間隔が違う

-種類が違う

-スケール設定の変換式が違う

-測定時間が重なっている（[記録条件の編集 ]で調整後結合可能）

1. ▼ボタンをクリックし、結合したいチャンネルを選択します。

チャンネル No. [結合 ]
ボタン

[閉じる ]
ボタン

2. [結合 ]ボタンをクリックすると、データの結合が完了します。

* 結合したデータのチャンネル No.・その他の条件は、先に指定したチャンネルで設定された条件になり

ます。
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■指定 ch.データ削除：[ツール ]メニューより

1. 削除したいチャンネル No.をチェックします。

2. [OK]ボタンをクリックすると、削除が完了します。

[OK]
ボタン

チェック
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■縦軸表示範囲設定：[ツール ]メニューより
チャンネル毎に任意でグラフ縦軸スケールの上限・下限の設定ができます。

注意：

固定した場合、折れ線がグラフよりはみ出すことがあります。

下限値は -40,000以上、上限値は 40,000以下に設定してください。

1. 設定したチャンネルの [固定 ]にチェックします。

全て同じ設定にする場合 [OK]
ボタン

[固定 ]にチェックし
数値を入力する

2. 上限・下限の値を入力します。

3. [OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。

全チャンネルを同じ設定にする場合

CH.1を固定に設定して [全て CH.1と同じ設定にする ]にチェックすると他のチャンネル
設定が固定 /自動にかかわらず全チャンネルが CH.1の設定値と同じ設定になります。
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■スケール、単位の変換：[ツール ]メニューより
吸い上げたデータに対してチャンネル毎にスケールの単位の変換ができます。

1. [2点で指定 ]または [ y=Ax+B ]で指定します。

変換情報

[OK]
ボタン

[2点で指定 ] [ y=Ax+B ]

2. 変換式と単位を設定します。

3. [OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。

変換情報

ここに現在の変換式と単位文字列が表示されます。

ｙは変換後のデータ、ｘはセンサからの入力電圧を示しています。
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■グラフ色の変更：[ツール ]メニューより

1. 変更したい箇所のボタンをクリックします。
色の変更をする場合：ボタンをクリックすると色見本が表示されます。

線種を変更する場合：[線種変更 ]ボタンをクリックすると、線種選択画面が表示されます。

線幅を変更する場合：イメージプレビュー内の [チャンネル No.]ボタン左の▲ボタンをクリッ

クする毎に線幅が太くなり、▼ボタンをクリックする毎に線幅が細く

なります。

《色見本》《線幅選択画面》

[閉じる ]
ボタン

[初期値に戻す ]
ボタン

イメージ
プレビュー

memo

[チャンネル No.]
ボタン

* グラフ色変更・線種変更・線幅変更の場合は、[チャンネル No.]ボタンをクリックしてから、

変更したい箇所のボタンをクリックしてください。

2.イメージプレビューで確認後、[閉じる ]ボタンをクリックすると、変更が完了します。

* [初期値に戻す ]ボタンをクリックすると、初期設定に戻ります。
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memo

設定した環境をディスプレイ用／印刷用のそれぞれ 1パターンずつ保存できます。

1. [Display]または [Print]を選択します。

2. [Save]ボタンをクリックすると、設定が保存されます。

[Load]ボタンをクリックすると、保存したパターンを呼び出せます。

ディスプレイ用

印刷用

[Load]
ボタン

[Save]
ボタン
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グラフ画面の操作方法

■拡大を元に戻す

部分拡大表示したグラフが全体表示に戻ります。

■拡大を少しずつ元に戻す

部分拡大したグラフを一定の率で元に戻ります。
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イベントビューアーの操作方法

■起動方法　
Windowsのスタートメニューのプログラムの中から [RTR-5W for Windows] - [イベン
トビューアー ]をクリックすると起動します。

■ヘルプの使い方
ソフトウェアの使い方はソフトウェアの中のヘルプで詳しく説明しています。

-メニューバーの [ヘルプ ] - [トピックの検索 ]の [目次 ] [キーワード ] [検索 ]のいず
れかのタグをクリックし、わからない語句を検索します。

[目次 ]
分類されたトピックをクリックすると説明が表示されます。

[キーワード ]
キーワードリストよりキーワードを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると説明が表示されます。

[検索 ]
検索したいキーワードを入力し、[検索開始 ]ボタンをクリックすると、入力したキーワードが含まれ
ているトピックが表示されます。トピックを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると、説明が表示さ
れます。

-ダイアログボックスの ボタンをクリックすると、ダイアログボックス内の説明が表示されま

す。

-グラフ画面では、ツールバーの をクリックしてからメニュー、アイコン、メインウィンドウ上を

クリックすると、説明が表示されます。



100

■イベントビューアー画面の名称と機能
イベント時刻記録データ（最大 64チャンネル分）を一覧表示／印刷／テキストファイルに保存で

きます。

②
③

⑤

④

①

⑥

⑦

①

④

①横軸移動ボタン

矢印ボタンをクリックすると左右に移動します。

②メニューバー

コマンドが格納されているメニューが並んでいます。各メニューから各機能の設定または表示をする時に使います。

③ツールバー

使用頻度の高いコマンドをボタン化しています。

↑アイコン：立ち上がりエッジのデータのみを表示します。但し、立ち上がり／立ち下りが同時に発生したデータ 
 も含みます。

↓アイコン：立ち下がりエッジのデータだけを表示します。但し、立ち上がり／立ち下りが同時に発生したデータ 
 も含みます。

↑↓アイコン :全データを表示します。

④縦軸移動ボタン

矢印ボタンをクリックすると上下に移動します。

⑤スクロールバー

スクロールバーをドラッグしながら上下移動して目標の位置まで移動できます。

⑥↑ /↓ /↑↓
↑は波形の立ち上がり、↓は波形の立ち下がり、↑↓は両方が同時におきたことを示します。

⑦スクロールバー

スクロールバーをドラッグしながら左右移動して目標の位置まで移動できます。
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イベントビューアーの表示方法の変更

■表示形式切り替え：[表示 ]メニューまたはツールバー
イベント発生時刻で表示するか、前回のイベント発生時刻との時間差で表示するか、切

り替えができます。

記録日時で表示

時間差で表示

■昇順／降順切り替え：[表示 ]メニューまたはツールバーより
記録した時刻の古いデータから新しいデータの順に表示するか、新しいデータから古い

データの順位表示するか、切り替えができます。
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■ファイルの情報：[表示 ]メニューより
現在一覧表示しているデータのファイル情報を表示します。

ファイル名 現在一覧表示しているデータのファイル名

パス ファイルの保存先

作成日時 データファイルの作成された日時

CH.情報 チャンネル No.・記録方法・データ数
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複数のデータを 1つの一覧に表示する

複数のデータを 1つの一覧表に追加し、1つのデータにできます。

データの追加は最高 64チャンネル分までです。

1. 1つにまとめたいデータをすべて開きます。

2. 一覧表にまとめたいデータ上でマウスの右ボタンをクリックし、[コピー ]をクリック
します。

3. 貼り付けたい一覧表の空きチャンネル上でマウスの右ボタンをクリックし、[貼り付け ]
をクリックすると追加されます。

* データは必要に応じて保存してください。保存方法は p.104を参照してください。



104

印刷プレビュー表示と印刷

選択したデータのみを一覧表にまとめて印刷ができます。

1. [ファイル ]メニューより [印刷プレビューと印刷 ]を選択します。

2. [印刷する CHの選択 ]のファイル一覧より、印刷したいチャンネル No.を選択し、[OK]
ボタンをクリックします。

[OK]
ボタン

3. [印刷プレビュー ]が表示されます。確認後、[印刷 ]ボタンをクリックすると、印刷を
開始します。

ボタン機能

[印　刷 ]：[印刷 ]ボックスを表示し、印刷を開始します。
[前　頁 ]：前のページをプレビューします。
[指定 P ]：[表示ページの指定 ]ボックスでページを指定すると、そのページがプレビュー                   
されます。

[次　頁 ]：次のページをプレビューします。

[縮　小 ]：表示しているページを縮小します。

[拡　大 ]：表示しているページを拡大します。

[閉じる ]：印刷プレビュー画面を閉じ、メインのウィンドウに戻ります。



105

記録データ保存

グラフ表示後編集を行った場合は、必要に応じてデータ保存を行ってください。

■保存方法には 3種類あります　*イベントビューアーは [名前を付けて保存 ]のみ

[ファイル ]メニューより [全データ上書き保存 ]
ファイル名、保存場所などを変更しないで保存します。 
ツールバーの [保存 ]アイコンでも同じ動作ができます。

[ファイル ]メニューより [全データ名前を付けて保存 ]
新しいファイルに保存します。

[ファイル ]メニューより [表示範囲を保存 ]
グラフに表示されている範囲のデータを保存します。 
必要なデータのみをファイル保存したい時に便利です。

例）[全データ名前を付けて保存 ]する（イベントビューアーは [名前を付けて保存 ]）

1. [ファイル ]メニューより [全データ名前を付けて保存 ]をクリックします。

2. [保存する場所 ]を指定し、[ファイル名 ]を入力します。

3. [保存 ]ボタンをクリックすると、保存が完了します。

[保存 ]
ボタン

保存する場所を
指定する

ファイル名を
入力する
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テキストファイル作成

吸い上げた記録データを基にして他の表計算などのソフトウェアで読み込みができるテキ

ストファイルを作成します。

1. [ファイル ]メニューより [データをテキスト形式で保存 ]をクリックします。

2. [保存するテキスト形式 ]と [保存する範囲 ]を選択し、[OK]ボタンをクリックします。

-カンマ・タブ・スペース・セミコロンの各コードは、Excel・Lotusなどの表計算ソフトでテキ
ストファイルを読み込んだ際にセルの区切りとして使われるコードです。

[OK]
ボタン

保存する範囲を
指定する

保存するテキスト形式
を指定する

3. ファイルの保存先を指定し、[保存 ]ボタンをクリックするとテキストファイルが作成
されます。

-出力されたファイルの拡張子は " . txt"になります。

[保存 ]
ボタン

保存する場所を
指定する

ファイル名を
入力する

* [温度・湿度グラフ ] [マルチスケールグラフ ]ではテキストファイルを読み込むことはで
きません。
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イベントビューアーの場合

1. [ファイル ]メニューより [テキスト形式で保存 ]をクリックします。

2. [保存するテキスト形式 ]を選択し、[ファイル指定 ]ボタンをクリックしてファイルの
保存先を指定します。

-カンマ・タブ・スペース・セミコロンの各コードは、Excel・Lotusなどの表計算ソフトでテキ
ストファイルを読み込んだ際にセルの区切りとして使われるコードです。

[OK]
ボタン

保存するテキスト形式
を指定する

[ファイル指定 ]
ボタン

ファイル名と保存先

3. [OK]ボタンをクリックすると、テキストファイルが作成されます。

-出力されたファイルの拡張子は " . txt"になります。

* [イベントビューアー ]では、テキストファイルを読み込むことはできません。
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保存ファイルを開く

保存してあるファイルをグラフ表示する場合は、ファイル名を指定して開きます。

1. グラフ画面の [ファイル ]メニューより [開く ]をクリックします。

2. 表示したいデータを選択し、[開く ]ボタンをクリックすると、グラフが表示されます。

[開く ]
ボタン

開きたいデータ
ファイルを指定する

イベントビューアーの場合

1. イベントビューアーを開きます。

2. イベントビューアー画面の [ファイル ]メニューより [ファイルを開く ]を選択すると、
一覧表が表示されます。

開きたいデータ
ファイルを指定する

[開く ]
ボタン
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*ファイルをグラフにドロップしてグラフ表示する場合
起動時の管理者レベルが異なると表示されません。 
例えば、グラフを [管理者として実行 ]で起動し、エクスプローラからファイルをグラ
フにドロップした場合、エクスプローラが管理者ではなく、通常ユーザーで実行されて

いるので表示されません。

* Windows Vista/7でご利用の場合
RTR-5W for Windowsを通常ユーザーとして、デフォルトの [Program Files]フォルダ
下にインストールした場合、[Windows Vista]の [バーチャルストア ]機能によりユーザー
アカウント別に以下のフォルダに保存されることがありますので注意してください。

[C:￥ユーザー￥（アカウント名）￥AppData ￥Local ￥VirtualStore ￥Program Files 
￥（アプリ名）]

例として＞

[myname]というアカウント名の通常ユーザーでログインし [RTR-5W for Windows]の
アプリケーションを実行している時、アプリケーションの画面上での保存先が 
[C:￥Program Files￥RTR-5W for Windows￥data]と表示されている場合、実際は 
[C:￥ユーザー￥myname￥AppData￥Local￥VirtualStore￥Program Files￥RTR-5W 
for Windows￥data] に保存されています。

[管理者として実行 ]している場合は、表示されているフォルダに保存されます。
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自動吸い上げの設定

指定した子機のデータを設定した時間に自動的に吸い上げます。

1. RTR-5W for Windowsを起動します。

2. 設定する子機を指定し、[登録・管理 ]メニューより [子機のプロパティ ]をクリック
します。

* 管理ツール内の子機アイコン上でマウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示され、
[子機のプロパティ ]を選択すると同じ画面が表示されます。

3. [毎日定時 ]または [定間隔 ]のどちらかを選択し、設定します。

-毎日定時（24h制） 

毎日決まった時刻に記録データの吸い上げを行います。

-定間隔

指定した間隔で記録データの吸い上げを行います。（10日間隔以内で設定してください。）

吸い上げ間隔を
設定する

吸い上げ時間を
設定する

4. [参照 ]ボタンをクリックし、吸い上げたデータの保存先を指定します。

データの保存先を
指定する

* Windows Vista/7でご利用の場合

RTR-5W for Windowsを通常ユーザーとして、デフォルトの [Program Files]フォルダ
下にインストールした場合、[Windows Vista]の [バーチャルストア ]機能によりユーザー
アカウント別に以下のフォルダに保存されることがありますので注意してください。

[C:￥ユーザー￥（アカウント名）￥AppData ￥Local ￥VirtualStore ￥Program Files 
￥（アプリ名）]
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例として＞

[myname]というアカウント名の通常ユーザーでログインし [RTR-5W for Windows]
のアプリケーションを実行している時、アプリケーションの画面上での保存先が 
[C:￥Program Files￥RTR-5W for Windows￥data]と表示されている場合、実際は 
[C:￥ユーザー￥myname￥AppData￥Local￥VirtualStore￥Program Files￥RTR-
5W for Windows￥data] に保存されています。

[管理者として実行 ]している場合は、表示されているフォルダに保存されます。

5. [OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。

注意：

- 吸い上げの時間には RTR-5W for Windowsを起動しておいてください。

- 予定時刻に警報監視の通信や他の通信などで吸い上げができない場合、それらの通信が終了してから吸い
上げ処理を開始します。

- 電波状態などによりデータが吸い上げられない場合があります。重要なデータはログで確認して
ください。

- ワンタイム記録時は、データが FULLになると常に同じデータを吸い上げるようになります。

自動吸い上げを中止したい場合

設定を中止したい子機を指定し、自動吸い上げの設定を [行わない ]にチェックし、[OK]
ボタンをクリックすると、中止できます。

自動吸い上げ予定（ [表示 ] - [自動吸い上げ予定 ]より）
子機が自動吸い上げの設定をされている場合、次回の自動吸い上げの予定時刻を表示し

ます。

予定時刻に警報監視の通信や他の通信などで吸い上げができない場合、それらの通信が

終了してから吸い上げ処理を開始します。
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自動吸い上げログの表示（ [表示 ] - [ログの表示 ]より）
自動吸い上げの設定を行った時、自動データ吸い上げを行った時、設定を解除した時な

どの通信結果を見ることができます。

ログの内容は、市販の表計算ソフトで読み込める CSV形式で、テキストファイルとし
て保存できます。
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自動吸い上げ機能操作時の注意点

自動吸い上げ機能と自動更新（Windows Update）後の自動再起動について

Windowsには自動更新（Windows Update）という機能があります。これは、マイクロ
ソフトが修正プログラムなどを提供し、それを定期的にダウンロードしインストールす

ることで、コンピュータを最新の状態に保つためのものです。この自動更新（Windows 
Update）の設定をデフォルトの [更新プログラムを自動的にインストールする ]（XPでは [自
動 ]）にしていると、適用する修正プログラムによっては、Windowsが自動的に再起動し
てしまうことがあります。

コントロールパネルのWindows Update画面
（画面は全て Vistaのもの）

解決策としては、以下が考えられます。

1.  RTR-5W for Windowsのショートカットを [スタート ]メニューの [スタートアップ ]
に入れておく。

この場合はWindows再起動時に RTR-5W for Windowsも起動しますが、起動した際に、

自動吸い上げの予定時刻を過ぎていると、吸い上げを実行するか否かの確認ダイアロ

グボックスを表示してアプリケーションが入力待ちになる場合があります。
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2.  Windows Updateの設定の変更画面で、[更新プログラムを自動的にインストールする ]
（XPでは [自動 ]）以外に設定する。

これは推奨されている方法ではありませんので、更新プログラムを自動的にインストー

ルする場合は、以下の 3の方法で自動的なWindowsの再起動を行わないようにするこ

とができます。

*この画面で [更新プログラムを自動的に
インストールする ]に設定されていると、
インストール時に確認無しで再起動する

場合があります。

Windows Update－設定の変更画面

3. グループポリシーオブジェクトエディタでWindows Updateの設定後、システムを自
動的に再起動しないように設定する。

グループポリシーオブジェクトエディタ画面

-グループポリシーオブジェクトエディタを起動します。[スタート ]メニューのファ

イル名を指定して実行 "で [gpedit.msc]を実行することで起動できます。

- [コンピュータの構成 ]から [管理用テンプレート ] - [Windows コンポーネント ] - 

[Windows Update]とツリーを開きます。

-ツリー上でWindows Updateを選択した際に右ペインに表示される項目から、[スケ

ジュールされた自動更新のインストールで、システムを自動的に再起動しない ]をダ

ブルクリックして、設定画面を開きます。
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- [有効 ]を選択して "OK"か "適用 "ボタンを押してください。自動で再起動するのを

停止することができます。

-設定後は自動更新により修正プログラムのダウンロードとインストールは自動実行さ

れますが、ログオン中の場合にはWindowsの自動的な再起動は実行されず、以下の

ダイアログを表示してユーザーに再起動を促すようになります。
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警報監視

あらかじめ子機毎に上限値／下限値を設定し、設置場所毎に警報監視を行います。

1. [ネットワーク設定ユーティリティ ]を起動し、[ネットワーク詳細設定 ]の設定変更画
面を表示します。

2. [DNS設定 ]の [DNSサーバアドレス ]と [警報メール ]の [SMTPサーバ名称 ]を設定
します。

SMTPのサーバを設定するDNSサーバアドレスを設定する

3. RTR-5W for Windowsを起動します。

4. 設定する子機を指定し、[登録・管理 ]メニューより [子機のプロパティ ]をクリック
します。

* 管理ツール内の子機アイコン上でマウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示され、[設

置場所（RTR-5W）のプロパティ ]を選択すると同じ画面が表示されます。

5. [警報動作時に、この子機を監視する ]にチェックし、上限値／下限値を入力します。

[OK]
ボタン

上限値／下限値を
設定する

6. [OK]ボタンをクリックすると、設定が完了します。
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7. [設定 ]メニューより [警報の開始・停止 ]をクリックします。

* 管理ツール内の設置場所アイコン上でマウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示され、[警報

の開始・停止 ]を選択すると同じ画面が表示されます。

[通報先アドレス ]

[送信元アドレス ]

[通報設定 ]

[警報監視 ]

[RTR-5Wからの
警報メール発信経路 ]

8. 各設定をします。
警報監視

警報監視を行う場合は、[警報 ON]にチェックをし、監視間隔を設定します。
監視間隔は、10～1440分の間で設定してください。間隔が短いと子機の電池の消耗が早くなくなります。

通報先アドレス

警報メールの送信先を設定します。 
チェックを外すと警報メールは送信されません。

送信元アドレス

警報メールを受信した時の送信元に表示されます。 
実際に存在するアドレスを指定する必要はありませんが、SMTPサーバによっては、なりすまし防止
機能により架空のメールアドレスの送信ができない場合がありますので、ご自身のメールアドレスな

どを指定してください。
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通報設定

- 通報メール送信後の送信休止時間 
測定値が設定した範囲内に戻るか、警報の再設定をするまで通報メールを送信し続けますが、通報

メール送信後に警報が発生しても設定した時間内は送信を休止できます。0を入力すると休止は行わ
なくなります。

- 警報監視のための通信失敗を通報する 
通信失敗を通報先にメール送信する場合はチェックしてください。

- 警報発生時に外部出力を ONにする 
ブザーや、ランプなどの外部出力を接続する場合はチェックしてください。

RTR-5Wからの警報メール発信経路
電話回線使用時のみ、[回線経由 ]にチェックしてください。
回線経由の場合は、[ネットワーク設定ユーティリティ ]の [ダイヤル設定 / メールダイヤル設定 ]を 
"Dial" に設定する必要があります。 
詳しくは、[ネットワーク設定ユーティリティ ]内の [ヘルプ ]を参照ください。

9.  各設定後、[設定 ]ボタンをクリックすると、登録した内容が RTR-5Wに送信され、
設定が終了します。

[設定 ]
ボタン

[通報テスト ]
ボタン
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[通報テスト ]ボタン
-設定した通報先アドレスに、RTR-5Wからメールを送信し、警報設定が正しいか確認
できます。

-通報テストが成功すると、通報先アドレスに通報テストという内容のメールが送信さ
れます。届かない場合は、SMTPサーバー、通報先アドレス、送信元アドレスを確認
してください。

-インターネット経由でメールを送信する場合、ネットワークがインターネットと接続
していて、自ネットワーク以外にメールを送信できることが前提です。

-環境によりメールが届くまでに時間がかかる場合があります。（特に携帯電話宛の場
合。）

通報テストを行う前に以下の設定が必要です。

-警報を ONにし、[通報先アドレス ]、[送信元アドレス ]を設定する。

- [ネットワーク設定ユーティリティ ]で SMTPサーバ（メールサーバーまたはご契約している

プロバイダの資料をご覧ください）を指定する。

-送信元アドレスは、実際に存在するアドレスを指定する必要はありませんが、SMTPサーバ

によっては、なりすまし防止機能により架空のメールアドレスの送信ができない場合があり

ますので、ご自身のメールアドレスなどを指定してください。

警報ログの表示（[表示 ] - [ログの表示 ]より）
警報ログは発生した警報のみを表示します。

タイミングによってはパソコンにログが残らない場合がありますので、詳しくは [RTR-
5W for Windows]のヘルプを参照してください。

ログの内容は、市販の表計算ソフトで読み込める CSV形式で、テキストファイルとし
て保存できます。
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子機電池残量警告設定

子機の電池残量が少なくなってきた場合に RTR-5Wからの電子メールで警告を行う機能
の設定を行います。

1. RTR-5W for Windows を起動します。

2. [設定 ] メニューより [子機電池残量警告設定 ] をクリックします。

3. [RTR-5Wから E-mailで警告 ] にチェックし、警告メールの送信時刻・送信元アドレス・
送信先アドレスをそれぞれ入力します。すべての設置場所に同じ設定（発信経路の設

定以外）を適用する場合は [全ての設置場所で共通の設定とする ]にもチェックします。

チェックする

4. [RTR-5Wからの警告メール発信経路 ]を選択し [OK] ボタンをクリックすると、設定内
容が RTR-5W に送信され、設定が終了します。

5. [メール送信テスト ] ボタンをクリックし、メールが送信されるかテストします。

警告がある場合のメール送信時刻

警告メールを送信する時間を設定します。

送信元アドレス

メールを送信する際の、送信元アドレスを入力します。

注意：

必ず有効な（送受信が可能な）メールアドレスを入力してください。送信元アドレスに不適切または存
在しないメールアドレスを入力した場合には、メールが届かないことがあります。

送信先アドレス

警告メールの送信先アドレスを入力します。メールアドレスは 3件まで設定可能ですが、RTR-5Wの
設置されている環境から送信可能なメールアドレスを指定してください。

RTR-5Wからのメール発信経路
電池残量警告のメール送信をネットワーク経由 [LANネットワーク ]で行うか、RTR-5Wからプロバイ
ダなどに電話をかけ回線経由 [電話回線 ]で行うかを指定します。
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吸い上げメール送信設定

注意：

子機の登録や削除など、機器に変更があった場合は、再度設定を行ってください。

1. RTR-5W for Windowsを起動します。

2. 設定する設置場所を指定し、[設定 ]メニューより [吸い上げメール送信設定 ]をクリッ
クします。

3. [設置場所内で吸い上げた記録データをメールで送信する ]にチェックし、[設置場所
毎の設定 ]をします。

設置場所毎の 
設定

チェックする

記録データのフォーマット（添付ファイル）

メールに添付するデータファイルの形式を選択します。 
- TRX, PV5, RP7：弊社のグラフアプリケーションでそのまま開くことが出来る形式。 
　（パソコンで吸い上げた時と同じ形式のデータファイルです） 
-バイナリ形式（書式公開用）：お客様が独自のアプリケーションなどを作成する場合にご利用できる形式。

RTR-5Wからのメール発信経路
吸い上げたデータのメール送信をネットワーク経由 [LANネットワーク ]で行うか、RTR-5Wからプロ
バイダなどに電話をかけ回線経由 [電話回線 ]で行うかを指定します。

メール件名（タイトル）

メールのタイトルを入力します。半角 16文字（全角 8文字）以内

送信元アドレス

メールを送信する際の、送信元アドレスを入力します。

注意：

必ず有効な（送受信が可能な）メールアドレスを入力してください。送信元アドレスに不適切または存
在しないメールアドレスを入力した場合には、メールが届かないことがあります。

送信先アドレス

データファイルを添付したメールの送信先アドレスを入力します。

RTR-5Wの設置されている環境から送信可能なメールアドレスを指定してください。
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4. [子機毎の設定 ]をします。

[設定 ]
ボタン

[送信テスト ]
ボタン

[予定取得 ]
ボタン

子機毎の設定

チェックする [設定を反映 ]
ボタン

リスト内より子機
を指定する

①リストから設定する子機を指定し、[選択した子機のデータをメールで送信する ]に

チェックします。

② [毎日定時に送信 ]または [一定間隔で送信 ]のどちらかを選択し、何時間分のデー

タを吸い上げるかと設定します。

5. 設定が完了したら [設定を反映 ]ボタンをクリックします。

続けて他の子機も設定する場合は、4.、5.を繰り返してください。

6. [設定 ]ボタンをクリックすると、設定内容が RTR-5Wに送信され、設定が終了します。

7. [送信テスト ]ボタンをクリックし、メールが送信されるかテストします。

[予定取得 ]ボタン
RTR-5Wから情報を取得し、次回の吸い上げ予定時刻を表示します。

注意：

 [設定 ]ボタンをクリックし RTR-5Wに設定内容を送信するまでは、情報が更新されませんので注意してく
ださい。
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RTR-52Ptセンサ設定

RTR-52Ptで使用できるセンサは "Pt100タイプ "、"Pt1000タイプ "のどちらかです。使
用するセンサにあわせて設定を行ってください。

* 設定は光通信でのみ可能です。

注意：

送信時、記録中の場合は記録を停止しますので注意してください。

1. [RTR-5W for Windows]を起動します。

2. 管理ツリーよりセンサの設定を行う RTR-52Ptを 1台だけ指定し、[設定 ] - [RTR-52Pt
センサ設定 ]を選択してください。

センサタイプ取得どちらかを
選択する

[送信 ]
ボタン

3. [Pt100]または [Pt1000]のどちらかにチェックし、[送信 ]ボタンをクリックすると送
信が開始し、送信が終了すると設定が完了します。

[センサタイプ取得 ]ボタン
RTR-5Wに搭載されている RTR-52Ptの現在のセンサ設定を取得します。
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アジャストメント設定（光通信）

アジャストメントとは、子機の測定値を調整するための機能です。測定値の調整を行うこ

とにより、調整された測定値で表示・記録できます。

補正方法には、"1点で調整 "と "2点で調整 "の 2つの方法があり、測定値に対し Y＝ aX
＋ bの一次式で補正を行います。（Xが測定値、Yは調整後の値です。）

アジャストメント対象機器：型番に Aがついている RTR-5シリーズ

注意：

- 設定は光通信でのみ可能です。

- 補正を行ってもすべての範囲で精度が良くなる保証はありません。

- アジャストメント設定時に接続していたセンサを外し、別のセンサを使用する場合は、あらためてアジャ
ストメンと設定を行ってください。

- 既に調整されている状態に対して調整を行うと、誤差が大きくなる場合があります。[初期化 ]ボタンをク
リックし、初期化してから調整を行ってください。

- アジャストメントを使用する際は設定に注意し、ご自身の責任において行なってください。

1. [RTR-5W for Windows]を起動します。

2. 管理ツリーより設定を行う子機を 1台だけ指定し、その子機を RTR-5Wに載せます。

3. [設定 ] - [アジャストメント設定（光通信）]を選択します。

4. [1点で調整 ]または [2点で調整 ]を選んでチェックします。

- 1点調整：調整値の± 20℃位の幅を測定する場合

- 2点調整：広い範囲を調整する場合

どちらかを
選択する

[初期化 ]ボタン

[送信 ]
ボタン

5. 調整前の測定値を "調整前 "に、調整後の測定値を "調整後 "に入力します。

"補正の目安 "を参照してください。

6. [送信 ]ボタンをクリックすると補正内容が送信されます。

[初期化 ]ボタン
パソコンと通信をおこなっている子機内部の調整式をクリアし、初期状態に戻します。
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■補正の目安

注意：

- "調整前 "と "調整後 "の入力値の差が± 5より大きくならないように設定してください。

- 入力値は小数点以下一位まで有効です。

- 2点補正の場合、なるべく離れた 2点で補正してください。（最低でも 10度以上をお勧めします）

- 2点補正の場合、傾き aが 0になるような値は入力できません。

- 2点補正の場合、広い範囲を測定する時は補正値の値も広範囲にしてください。

1点で調整（補正値の± 20℃位の幅を測定するとき）
傾き aを 1として、切片 bのみを変更した調整式です。
例えば、データロガーの測定値が 10.2℃の時に基準の温度計が 10℃の場合、調整前の値に 10.2、調整後の
値には 10を入力してください。
変換式は Y＝ X－ 0.2となり、全域で - 0.2のオフセットとなります。

補正後の温度特性

補正後

補正前

2点で調整（広い範囲を測定するとき）

2点間より傾き aと切片 bを計算した調整式です。
例えば、データロガーの測定値が 0.2℃と 10.4℃の時に基準の温度計が 0℃と 10℃の場合、調整前の値に 0.2
と 10.4、調整後の値に 0と 10と入力します。この時の傾き aは 10－ 0 / 10.4－ 0.2＝ 0.98となります。
変換式は Y＝ 0.98X－ 0.196となり、切片は -0.196になります。
傾きの範囲は、0＜ a＜＝ 2。また、傾き /オフセットの有効桁数は 4桁です。

補正後の温度特性
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RTR-5W Webビューアーの操作方法

■ RTR-5W Webビューアーを開く

1. Internet Explorerを起動します。

* インターネットへ接続して使用する場合は、ルーターとパソコンの電源を入れ、インターネットにつ

ながっている状態にしておいてください。

* Javaアプレットと Javaスクリプトが使えるように設定をしておいてください。

2. アドレス部分に、表示したい RTR-5Wのアドレスを入力します。

アドレスを
入力する

3. [Enter]キーを押すと、RTR-5W Webビューアーが表示されます。

ページが表示されない場合

1. 入力したアドレスが正しいか確認してください。

2. 設定した IPアドレス・サブネットマスクが正しいか確認し、もう一度 [ネットワーク
初期設定 ]を行ってください。

3. [設置場所のプロパティ ]の [ブラウザからのアクセスを可能にする ]にチェックをし
てあるか確認してください。
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■ RTR-5W Webビューアーの機能
RTR-5W Webビューアーを開くと、現在値モニターが表示されます。また、現在値デー
タの推移をグラフで見ることもできます。

現在値モニター

RTR-5Wが [設置場所のプロパティ ]で設定した間隔毎に収集している最新の測定値を
表示します。

[現在値取得 ]ボタンをクリックすると、RTR-5Wと通信し現在値を表示します。

グラフ

RTR-5Wが [設置場所のプロパティ ]で設定した間隔毎に収集している測定値の推移を
グラフに表示します。
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現在値モニター（ブラウザからのアクセス）

設置場所（RTR-5W）に登録されているすべての子機の現在値を表示します。

1. [RTR-5W for Windows]を起動し、データ取得間隔を設定します。

-設定方法は、[子機登録 ]の 4. [ブラウザ表示設定 ]（p.52）を参照してください。

2. 現在値を表示したい RTR-5WのWebビューアーを開きます。

-表示方法は p.126を参照してください。

[現在値取得 ]
ボタン

3. 自動的に現在値モニターが表示されます。

4. [現在値取得 ]ボタンをクリックし、最新の情報を取得してください。

* 登録してある情報と違う場合は、[RTR-5W for Windows]の [設定 ]メニューより 
[グループ・子機情報送信 ]を行ってください。

■ブラウザからグラフを表示するには、Javaランタイム環境（JRE:Java Runtime 
Environment）をインストールする必要があります。

Java（Java Runtime Environment）がインストールされていない場合は、サンマイクロシステムズ
株式会社のウェブサイト [http://www.java.com/ja/]より [Javaソフトウェア ]をダウンロードして、
インストールしてください。

注意：

JREのインストールにつきましては、ご利用者の責任で行ってください。
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グラフ（ブラウザからのアクセス）

子機が測定した値の推移グラフをブラウザで表示します。

1. [RTR-5W for Windows]を起動し、データ取得間隔を設定します。

-設定方法は、[子機登録 ]の 4. [ブラウザ表示設定 ]（p.52）を参照してください。

2. グラフを表示したい RTR-5WのWebビューアーを開きます。

-表示方法は p.126を参照してください。

3. [グラフ ]をクリックし、表示したい子機を選択すると、グラフが表示されます。

- [現在値モニター ]よりグラフ表示したい子機名をクリックすると、グラフが表示されます。

- [グラフを表示 ]ボタンをクリックすると、グラフが更新されます。

以下の操作を行った場合、グラフのデータは消去されます。

- [ネットワーク設定ユーティリティ ]から通信機能の再起動を行った

- ACアダプタを抜いた

- [RTR-5W for Windows]から時刻の設定を行った

- [RTR-5W for Windows]からを RTR-5Wリブートを行った

■ブラウザからグラフを表示するには、Javaランタイム環境（JRE:Java Runtime 
Environment）をインストールする必要があります。

Java（Java Runtime Environment）がインストールされていない場合は、サンマイクロシステムズ
株式会社のウェブサイト [http://www.java.com/ja/]より [Javaソフトウェア ]をダウンロードして、
インストールしてください。

注意：

JREのインストールにつきましては、ご利用者の責任で行ってください。



130

携帯電話から現在値を見る

携帯ｃのブラウザからも、設置場所（RTR-5W）に登録されているすべての子機の現在値
を表示できます。

1. アドレス入力画面を開き、表示したい RTR-5Wの URLを入力し、実行します。

2. ご覧になる携帯キャリアを選択します。
- EZweb（WAP2.0）と EZweb（WAP1.0）のどちらかわからない場合は、i - modeを選択してください。

注意：携帯電話によってはキャリアの選択画面が表示されない場合があります。その場合

           は下記のアドレスを直接入力してください。

　       http : / / (RTR-5Wの公開アドレス ) / B / tmp / imode.html　　

3. 現在値が表示されます。

注意：

- 携帯電話から現在値モニターを見る場合、インターネット上に RTR-5Wが公開されている必要があります。

- 現在値は自動的には更新されません。携帯電話のブラウザの更新機能を使用して、更新してください。

- SoftBankの携帯電話は、ポート番号 80以外からのアクセスが禁止されています。

- auの携帯電話をご使用の場合、ブラウザのバージョンなどにより閲覧できない場合があります。この場合

  は PCサイトビューアにてモバイルサイト用 URLを直接参照すると閲覧できる場合があります。

- 回線状況によっては通信に時間がかかったり、失敗する場合があります。また表示に時間がかかる場合が
あります。
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パソコン側のネットワーク設定の確認と変更方法

ネットワーク環境によっては、パソコン側の IPアドレス、サブネットマスクなどのネッ
トワーク設定を変更しないと検出できない場合があります。

下記の手順で、パソコン側のネットワーク設定の確認・変更を行ってください。

1. [コントロールパネル ]より [ネットワーク接続 ]を開きます。

2. 使用しているネットワークアダプタを選択し、マウスの右ボタンをクリックし、プロ
パティを開きます。

3. [全般 ]タブ内の [この接続は次の項目を使用します ]より [インターネットプロトコル
（TCP/IP）]を選択し、[プロパティ ]ボタンをクリックします。

インターネットプロトコル
（TCP/IP）にチェックする

[プロパティ ]
ボタン
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4. [インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ ]画面の [次の IPアドレスを使う ]
に表示されている IPアドレスとサブネットマスクがあっているか確認します。

"IPアドレス "
"サブネットマスク "

の確認する

5. 現在設定されている [IPアドレス ]、[サブネットマスク ]、[デフォルトゲートウェイ ]、
[優先 DNSサーバー ]、[代替 DNSサーバー ]の設定値を後ほど元に戻すために全て控

えておきます。

6. IPアドレスを [192.168.1.1]に、サブネットマスクを [255.255.255.0]と入力します。

IPアドレス :192.168.1.1、サブネットマスク：192.168.1.1
と入力する

7. 入力後、[OK]ボタンをクリックします。

8. 3.で表示したプロパティ画面の [OK]ボタンをクリックして閉じます。

9. 再度 [ネットワーク設定ユーティリティ ]で検索を行い、ネット
ワークに接続されている RTR-5Wの IPアドレスが表示されているか確認します。
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10.正常に表示されたら、ネットワークの初期設定を行ってください。

11.ネットワークの初期設定が終了したら、1.～ 4.の手順で再度 [インターネットプロ
トコル（TCP/IP）のプロパティ ]を開き、控えておいた [IPアドレス ]、[サブネット

マスク ]、[デフォルトゲートウェイ ]、[優先 DNSサーバー ]、[代替 DNSサーバー ]

の設定値を元に戻し、[OK]ボタンをクリックします。

12.ブラウザを起動してネットワーク設定ユーティリティで設定したアドレス（URL）
を入力し、正常に表示できるかご確認ください。

* 企業ネットワークなど特殊な環境下であるなど、上記手順を行っても正常に表示できない
場合は、ネットワークを管理している管理者へご相談ください。
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USBドライバのインストールが失敗している場合

USBデバイスドライバのインストール時に何らかの原因でインストールが失敗した場合、
デバイスマネージャでは以下のように表示されます。（*Windows XPの場合）

このような場合、ドライバの再インストールを行ってください。

■ドライバの再インストールの方法

*説明中の画面はWindows XPです。他の OSの場合は若干画面・手順が違う場合があり
ます。

1. コントロールパネルより [システム ]を開きます。

2. システムのプロパティ画面より [ハードウェア ]タブをクリックし、[デバイスマネー
ジャ ]ボタンをクリックします。
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3. デバイスマネージャ画面より [その他のデバイス - USB Device]を右クリックし、[プ
ロパティ ]を開きます。

4. USB Deviceのプロパティ画面より [ドライバの再インストール ]ボタンをクリックす
ると、ハードウェアの更新ウィザードが表示されます。指示に従ってインストールを

行ってください。
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再インストール

[RTR-5W for Windows]の再インストールおよびバージョンアップする場合は、アンイン
ストールを行ってからインストールしてください。また、アンインストールする際は

[RTR-5W for Windows]内の全てのアプリケーションを終了してから行ってください。

* [RTR-5W for Windows]をインストールするパソコンでは、アドミニストレータ（パソコンの管理

者）の権限が必要です。　

■Windows 2000/XPの場合

1. Windowsのコントロールパネルの [プログラムの追加と削除 ]アイコンをクリックし
ます。

2. 現在インストールされているプログラムの中から [RTR-5W for Windows]を選択し、
[削除 ]ボタンをクリックします。

3. [InstallShieldウィザード ]が表示されます。[削除 ]にチェックし、
[次へ ]ボタンをクリックします。

削除にチェックする

[次へ ]
ボタン

4. 手順に従い、アンインストールを行ってください。

5. アンインストールが終了したら、[インストール ]の手順に従い、再インストールを行っ
てください。

* アンインストールを行っても、保存したデータファイルはそのままフォルダに残りますが、

アンインストールの前、または定期的にデータファイルのバックアップをとることをおす

すめします。
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■Windows Vista/7の場合

1. [コントロールパネル ]より [プログラム -プログラムのアンインストール ]をクリック
します。

2. 現在インストールされているプログラムの一覧から [RTR-5W  for Windows]を選択し、
[アンインストール ]ボタンをクリックします。

2. [InstallShield Wizard]が表示されます。[削除 ]をチェックし、[次へ ]ボタンをクリッ
クします。

削除にチェックする

[次へ ]
ボタン

3. 表示されるメッセージに従ってアンインストールを行ってください。
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困ったときは

■ネットワーク設定ユーティリティ

Q1
[Windowsセキュリティの重要な警告 ]というメッセージが表示されたのですが…

A Windows XP SP2で以下のようなメッセージが表示される場合があります。

特に問題はありませんので、[ブロックを解除する ]をクリックしてください。

Q2
プロキシサーバ経由で [ネットワーク設定ユーティリティ ]は使えますか？

A プロキシサーバ経由では通信ができません。Webビューアーは通信ができます。

Q3
ネットワーク初期設定で検索ができないのですが…

A 以下の原因が考えられます。
- RTR-5Wに ACアダプタから電源が供給されていない
- RTR-5Wがお　使いのパソコンと同一のネットワーク上にない
-別のパソコンで [ネットワーク設定ユーティリティ ]を同時に使用している
-未設定の無線 LANカードが挿入されている

Q4
ネットワーク初期設定で設定ができないのですが…

A 以下の原因が考えられます。
-ログイン IDやパスワードが間違っている
-同じ IPアドレスの RTR-5Wが同一のネットワーク上に存在する
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Q5
[通信エラー（コネクションエラー）]と表示されたのですが…

A ネットワークがつながっていない可能性があります。以下の原因が考えられます。
- IPアドレスまたはドメイン、ログイン ID、パスワード、ポート番号のいずれかが間違っ
ている

-実際にネットワークがつながっていない（LANケーブルの切断、ハブの故障、ルータの設
定ミス、故障等）

- [メニュー ]より [通信時間設定 ]で通信時間を遅くしてみる

Q6
その他の [通信エラー ]で通信ができないのですが…

A 以下の原因が考えられます。
- IPブロックが ONになっていて、特定のパソコンからしか通信できない
-何回かリトライし、それでもエラーの場合は RTR-5Wの電源を OFFにし、再起動する。
-警報メールやテストメールの送信処理中。送信エラーのときは処理に時間がかかるので 1
分ほど待ってリトライしてみる。

Q7
無線 LANと有線 LANはどちらが優先されますか？

A 無線 LANカードが挿入されている場合無線 LANが優先されます。このため無線 LANの設

定を間違えている場合はたとえ有線 LANが接続されていても、有線 LAN経由の通信は行
わず、通信ができません。

Q8
パスワードを忘れてしまいました。

A 工場出荷時の設定に戻して、再設定を行ってください。

Q9
IPアドレスの履歴や設定の履歴を見られないようにできますか？

A [メニュー ]より [ログイン履歴 ]を [無効 ]にすると、履歴が表示されなくなります。

また、[ログイン履歴のクリア ]を行うと、履歴を消去することができます。
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よくある質問（Q&A）

■ RTR-5Wに関する Q&A

Q.1
RTR-5WはACアダプタを使うようになっていますが、停電時はどうなるのですか？

A -停電するとWebサーバ機能部分が動作しないため、LANによる通信はできません。

- SNTPサーバを設定していないと時刻がリセットされます。
-データの推移表示用のファイルが消去されます。 
- RTR-5W内部の警報ログファイルが消去されます。

Q.2
付属の LANケーブルでパソコンに直接つなぐことはできますか？

A パソコンと RTR-5Wを直接つなぐ場合は、クロス LANケーブルを使用します。

付属の LANケーブルはストレート LANケーブルで、このケーブルではパソコンと 
RTR-5Wを直接つなぐことができません。
最寄のパソコン用品を扱うお店でクロス LANケーブルをお買い求めください。

Q.3
RTR-5Wは時計（カレンダー）を持っていますか？

A RTR-5Wには内蔵時計（カレンダー）を搭載しています。

内蔵時計の日時が正確でないと警報発生時刻、ブラウザの現在値モニターの日時が違って

しまいます。ご使用前に正しいか確認してください。

注意：

設定された日付は ACアダプタを外すとリセットされます。

Q.4
LANに接続しているパソコンの LANケーブルを RTR-5Wに接続すれば LANに
接続できますか？

A すでにパソコンなどに接続されている LANケーブルを挿しかえることで物理的にネット

ワーク接続は確立できても、IPアドレスなどの諸設定が行われていない限りRTR-5Wをネッ
トワークに接続（参加）することはできません。

LANケーブルを挿した後は、[ネットワーク設定ユーティリティ ]より IPアドレスやサブネッ
トマスクの設定を行ってください。

Q.5
無線 LANに接続しているパソコンの無線 LANカードを本体に挿し直せば、無線
LANに接続されますか？

A 無線 LAN設定が必要です。

[ネットワーク設定ユーティリティ ]内の [ネットワーク詳細設定 ]の変更で [無線 LAN設定 ]
を行います。その後、RTR-5Wの電源 OFFにしてからカードを接続し、電源を ONします。
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Q.6
無線 LANを利用したいのですが…

A 無線 LAN をご利用する場合、RTR-5W対応の無線 LANカード (*1)が必要ですが、すべて

生産終了となり入手困難です。

事前に各通信カードメーカーにお問い合わせいただき、通信カードが入手可能かどうかご

確認ください。

無線 LANカードの入手が困難な場合、市販の無線 LANイーサネットコンバータ、PLCア

ダプター（電力線通信）の導入をご検討ください。

詳細については、弊社ホームページ (*2)でご覧ください。

*1) RTR-5W対応無線 LANカード 
http://www.tandd.co.jp/product/rtr5w/wireless_ian_card.php

*2) おんどとり TIPS -無線 LAN、コンセントを使ってらくらく配線 
http://www.tandd.co.jp/support/tips/about_network/line.php

Q.7
有線 LANと無線 LANのどちらが有効になるのですか ?

A 無線 LANに正しい値が設定されていれば、無線 LANが有効になります。

Q.8
警報時にメールを発信できるようにするのはどうすればいいのですか ?

A 警報メールを利用する場合は、SMTPサーバが必要です。

インターネットに接続している場合は、加入されているプロバイダのメールサーバを利用

するか、メールサーバのサービスを利用する手段があります。また、社内 LANにメールサー
バがある場合は、その社内 LANのメールサーバを指定する事でメール送信ができる場合も
ありますので、一度ネットワーク管理者の方へご相談ください。
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■Webサーバ機能に関する Q&A

Q.1
RTR-5Wはサーバですか？

A RTR-5WはWebサーバ機能を搭載してます。この機能によって測定値の現在値表示やグラ

フ、データを提供します。

Q.2
Webサーバとは何ですか？　クライアントとは何ですか？

A コンピュータネットワークの中で複数のユーザにサービスを提供するために用意されてい
るコンピュータをサーバと呼び、サーバにサービスの提供を要求するコンピュータをクラ

イアントと呼びます。

ほとんどの通信サービスはサーバとクライアントのやり取りという形で成立しています。 
RTR-5Wの場合、RTR-5Wは機能と情報を提供するためのサーバとなり、パソコンはこれ
らの機能や情報を閲覧し、利用するクライアントとなります。

例えば、ホームページを蓄積して公開するのが [Webサーバ ]、電子メールを送受信する役
割をもっているのが [メールサーバ ]です。
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■Webサイト閲覧に関する Q&A

Q.1
RTR-5Wはネットワークに接続しなくても使用できますか？

A RTR-5Wはネットワークに接続しないと記録設定、記録データ吸い上げ、現在値の表示など、

各種設定が全てできません。

Q.2
携帯電話で RTR-5Wの現在値を見るにはどうすれば良いのですか？

A 携帯電話で RTR-5Wの現在値を見るには、RTR-5Wがインターネットに接続されている必

要があります。

RTR-5Wがインターネットに接続している場合は、パソコンから現在値を表示したときと
同じ URLを入力すると、携帯電話からでも現在値を見ることができます。
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■ネットワークに関する Q&A

Q.1
ネットワークとは何ですか？

A ケーブル（銅線や、光ファイバー等）や赤外線、電波など、なんらかの手段で複数のコン
ピュータを回線でつなぎ合わせて、お互いに持っている情報をやり取りする仕組みのこと

です。コンピュータネットワークには大きく分けて次の 2種類があります。

- LAN（Local Area Network）[ラン ] 
限られた範囲の中だけでコンピュータ同士を結んでいるコンピュータネットワークのこと

を指します。 

- WAN（Wide Area Network）[ワン ] 
LANに対して、長距離回線で遠くのコンピュータと結んだネットワークのことを指します。
インターネットは複数のネットワークを結んだWANの一種といえます。 

Q.2
IPアドレスとは何ですか？

A ネットワーク内で自分のパソコンを識別するためにパソコンに番号を振る必要があり、こ
の番号を IPアドレスといいます。
インターネットなどの外部に接続する場合に用いられる IPアドレスを [グローバル IPアド
レス ]、ローカルエリアネットワーク内で使用する IPアドレスを [プライベート IPアドレス ]
と呼ばれています。IPアドレスは、[192.168.15.10]のように 4つのブロックをピリオド（.）
で区切られています。割り振れるのは 0～ 255までの数字で、プライベート IPアドレスの
[192.168.]で始まるアドレスなどが良く知られています。

*ただし、255は一般的には使われません。

 ネットワークに参加するには必ず必要となる番号ですので、お客様の環境に合った IPアド
レスを設定する必要があります。

Q.3
サブネットマスクとは何ですか？

A IPアドレスには、コンピュータが所属するネットワークのアドレス（ネットワークアドレス）

と、ネットワーク内でのコンピュータ自身のアドレス（ホストアドレス）から構成されて

います。その境目はサブネットマスクの値で決まります。

192 168 15 10

ネットワークアドレス ホストアドレス

IP アドレス

255. 255. 255. 0サブネットマスク

サブネットマスクも IPアドレスと同じように [255.255.255.0]のように 4つのブロックを
ピリオド（ . ）で区切られています。
ネットワークに参加するには必ず必要となる番号ですので、お客様の環境に合ったサブネッ

トマスクを設定する必要があります。
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Q.4
どのように IPアドレス／サブネットマスクを設定すれば良いのですか？

A IPアドレスとサブネットマスクの数値の設定は、お客様がご使用になられるネットワーク

環境（構成）によって異なりますので、社内 LANのネットワーク管理者の方へご相談され

ることをおすすめしますが、社内 LANを例としての設定を簡単に説明します。

社内 LANに接続されているパソコンのサブネットマスクが [255.255.255.0]、IPアドレスが
[192.168.100.1]の場合、サブネットマスクはパソコンと同じ [255.255.255.0]と設定します。
IPアドレスは 192.168.100.***と設定します。***の部分は社内 LANに接続されている他の
パソコンの IPアドレスと重複しないように 1～ 254まで IPアドレスを割り当てることが
できます。

IP アドレス 192 168 100 1

・
・
・
・
・

192 168 100 254

Q.5
MACアドレスとは何ですか？

A MACアドレスとは、ネットワーク通信を行う部分（パソコン，サーバ，ルータ等）には個

別にアルファベットと数字で組み合わされた固有の番号が設定されています。この MACア

ドレスはハードウェアに対して割り振られており、重複することが無い世界に 1つしかな

い番号となります。

携帯電話に例えると、電話番号のように変更できない、電話機本体固有のシリアルナンバー

のようなものであると言えるでしょう。

RTR-5Wでは、本体背面のシールに記載されています。

Q.6
ポート番号とは何ですか？

A LANケーブルや電話回線を使用して通信を行う TCP/IP通信では、複数のアプリケーショ

ンをポート番号で識別しています。

ポート番号は 0～ 65535番まであります。このうち 0～ 1023番までは、あらかじめ通信サー
ビスごとに予約されている番号で、その番号を [ウェルノウンポート番号 ]といいます。
[ウェルノウンポート番号 ]には、HTTP通信：80番、FTP通信：20番・21番、SMTP通信（メー
ル送信）：25番、POP3通信（メール受信）：110番などがあります。
正しく通信を行うためには、このポート番号を正しく設定しなくてはなりません。
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Q.7
ゲートウェイとは何ですか？

A 規格の異なるネットワークどうしをつなぐ役割を持った機器やソフトウェアをゲートウェ
イといいます。

例えば、携帯電話をインターネットに接続するときなど、全く異なる機器どうしをつなぐ

ときに利用されます。ゲートウェイには出入り口という意味があり、ルーターをこのよう

に呼ぶこともあります。

ゲートウェイの設定を行う際は、ゲートウェイの役目を果たす機器の IPアドレスを設定す
る必要があります。

Q.8
URLとは何ですか？

A URLとは、DNSという機能により IPアドレスがどこのサーバであるか把握しやすい形式

にしたアドレスです。

このアドレスは [ ht tp: / /  ]から始まり、ドメイン、情報の種類やサーバ名、ポート番号、フォ
ルダ名、ファイル名などで構成されます。

例えば、[ www.tandd.co.jp ]に対応付けられている IPアドレスが [61.197.203.107]のときは、
ブラウザのURL入力欄に [http://61.197.203.107/product/rtr5w/index.php]と入力すると、
[http://www.tandd.co.jp/product/rtr5w/index.php]と同じページが表示されます。

* DNSとはドメインネームサーバと呼び、[61.197.203.107]のような数値だけでは何のサー
バか把握しずらい IPアドレスを [www.tandd.co.jp]のような把握しやすい名前に変換し、
目的のサーバへアクセスする役目を果たしています。



147

■インターネットに関する Q&A

Q.1
固定 IPアドレスとは何ですか？

A 通常インターネット接続する際は、加入しているプロバイダより接続するたびにまたは一
定時間経過するごとに異なる IPアドレスを自動で割り振られています。

この方式では常に IPアドレスが変化するため、使用しているパソコンが不正アクセスを受
けにくいようになっています。逆に、サーバとしてパソコンや RTR-5Wを利用する場合、
アクセスする度に異なる IPアドレスを URLに入力しなくてはならなくなります。これで
はアクセスする度に現在の IPアドレスを把握する必要があるため、利便性に欠けてしまい
ます。

そこで、各プロバイダでは固定 IPアドレスサービスというサービスがあります。
固定 IPアドレスサービスでは、常に特定の IPアドレス（1個）が割り当てられるようにな
ります。

プロバイダによっては加入と同時に固定 IPアドレスを割り振られる場合がありますが、ほ
とんどは新たに固定 IPアドレスのサービスを申し込まなくてはなりません。

Q.2
固定 IPアドレスはどのように取得するのですか？

A 固定 IPアドレスはご加入のプロバイダ（一部回線業者）が提供するサービスです。

固定 IPアドレスの取得方法や IPアドレスの値などにつきましては、ご加入頂いてるプロバ
イダへお問い合わせください。

Q.3
固定 IPアドレスはどのような設定をするのですか？

A 1台のルーターに対し RTR-5Wを 1台設置する場合、固定 IPアドレスは RTR-5W本体で

はなくルーターへ設定します。1台のルーターに対し複数台の RTR-5Wを設置する場合、
RTR-5Wは FTP・HTTPを使用するので、個々に固定 IPアドレスを設定してください。
また、本機のみでは直接インターネット回線へ接続することは一部の専用回線を除いて不

可であるため、一般的な ADSLや FTTH回線の場合、本機と ADSL（FTTH）モデムとの間
にルーターを介する必要があります。

ルーターを設置した場合、ルーターに対してインターネット固定 IPアドレスを割当て、外
部よりルーター経由で RTR-5Wへアクセスするようになります。この場合、ルーターはイ
ンターネット用の外部 IPアドレスと、社内（家庭内）LAN用の内部 IPアドレスの二つを
持つことになります。
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Q.4
固定 IPを使わずに URLを使いたいのですがどうすれば良いのですか？

A 固定 IPアドレスを使わずに RTR-5Wに URLでアクセスする場合、ダイナミック DNSと

いう方法があります。

DNSとは、ドメインネームサーバと呼び、[61.197.203.107]のような数値だけでは何のサー
バか把握しずらい IPアドレスを [www.tandd.co.jp]のような把握しやすい名前に変換し、目
的のサーバへアクセスする役目を果たしています。

この DNSというのは、名前から変換される IPアドレスは常に固定 IPアドレスとなってい
ます。

しかし、何らかの理由で固定 IPアドレスを使用できない場合やセキュリティ上 IPアドレス
を固定にしたくないという場合に常に変動する IPアドレスに対応できるようにしたのがダ
イナミック DNSです。
例えば、当初の IPアドレスが [210.0.0.1]であり、この IPアドレスに対する URLが [http://
www.rtr5w.com]であったとします。
この [210.0.0.1]という IPアドレスは、プロバイダが定期的に割り当てている変動する IP
アドレスです。このプロバイダより割り振られた IPアドレスは時間経過で定期的に更新さ
れ、しばらくした後に [210.0.0.2]という IPアドレスに変更されてしまいました。
通常の DNSではこの時点で目的とするサーバへアクセスすることが不能となってしまいま
すが、ダイナミックDNSは変更された後の IPアドレスを追跡し、常に同じURLで目的のサー
バにアクセスすることが可能となります。

ダイナミック DNSは、プロバイダにより色々なタイプがありますので、ご加入されている
プロバイダへお問い合わせください。

Q.5
固定 IPアドレスを取得（使用）せずに警報メール機能を使う場合は？

A 固定 IPアドレスを取得（使用）しなくても、ダイナミック DNSなどの方法でインターネッ

ト接続できれば、必ず固定 IPアドレスを取得（使用）していなくてもメール送信は理論上
行うことはできますが、これはお客様が加入されているプロバイダや社内のメールサーバ

に対して正常にデータを送信できることが前提です。

基本的にはインターネット接続や社内メールサーバへアクセスできる環境であればメール

送信は可能です。

Q.6
固定 IPアドレスも URLも使わずにインターネットへ接続できますか？

A 固定 IPアドレスも URLも使わずにインターネットに接続することは可能ですが、プロバ

イダより定期的に割り当てられてしまう変動 IPアドレスによってスムーズにアクセスする
ことが困難になってしまいます。

例えば、1時間前に確認した IPアドレスに再度アクセスしたら、アクセス不能状態となっ
ていて、再度アクセスしたくても新しい IPアドレスを確認できないなどの問題が発生して
きます。

インターネットに接続する際は、固定 IPアドレスやダイナミック DNSを利用されること
をお勧めします。
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Q.7
インターネットに RTR-5Wを接続した場合、他人に記録データを読み取られたり、
設定を変えられたりすることはありませんか？

A インターネットに接続する限りこれは常に不正アクセスの対象となってしまう可能性は十
分に考えられます。

また、インターネット公開することで、RTR-5Wの現在値や記録データを第三者が閲覧で
きたり、各種設定を変更することが可能な状態になります。
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製品仕様

■Web Wing WL  RTR-5W
対応機種 RTR-51/51A, RTR-52/52A, RTR-52Pt, RTR-53/53A, RVR-52, RTR-50

動作状態表示 LEDランプにて表示（電源 ON・無線通信中・警報発生時）

電源 専用 ACアダプタ

通信方式 有線 LAN:100 BASE-TX / 10BASE-T （RJ45 コネクタ）
無線 LAN:IEEE802.11b 市販 CF型無線 LANカード使用 *1

通信速度 特定小電力無線：2000データ /分・光通信：2400bps

通信時間 RTR-5Wで RTR-5シリーズ・RVR-52データ無線通信吸い上げ時間：データフルで 1台約 420秒

外部出力

（警報出力）

警報動作時

オフ時の電圧：AC/DC50V以下・オン電流：0.1A以下・オン抵抗：35Ω（最大）

本体寸法 /質量 H83×W102× D28 mm（突起部は除く） / 約 137g

本体動作環境 温度：0～ 50℃・湿度：20～ 80％ RH以下（結露しないこと）

付属品 ACアダプタ（AD-0605）・LANケーブル（LN-20W） 1本
ソフトウェア 一式・導入ガイド（保証書）1部

*1:使用可能なの無線 LANカードについては、弊社ホームページにて随時最新の情報を提供しております。

■パソコンの動作環境

OS

PC/CPU
メモリ容量

ディスク領域

モニタ

LAN

ブラウザ

Microsoft Windows 7 32/64bit 日本語版 *1
Microsoft Windows Vista 32bit 日本語版
Microsoft Windows XP 32bit (SP2以降 ) 日本語版
Microsoft Windows 2000 日本語版
Windowsが安定して動作する環境
Windowsが安定して動作する容量
10MB以上の空き領域（データは別途空き領域が必要）
SVGA（800× 600以上推奨）、256色以上表示可能
100BASE-TXまたは 10BASE-T
カテゴリ 5準拠ツイストペアケーブル（STP/UTP）
Internet Explorer 6.0（日本語版）以降

*1:インストールするパソコンでは、アドミニストレータ（パソコンの管理者）の権限が必要になります。

■ RTR-5W for Windows

RTR-5W for Windows

対応機種 RTR-5W

機能 子機登録、記録開始・停止、記録データ吸い上げ、自動吸い上げ設定、警報設定、現在データ取得、

データ推移、子機電池残量参照、吸い上げデータメール送信設定

ネットワーク設定ユーティリティ

対応機種 RTR-5W

機能 ネットワーク初期設定、ネットワーク詳細設定
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温度・湿度グラフ

対応機種 RTR-5シリーズおよび TR-71W / TR-72W、TR-7、TR-5シリーズ、RTR-7

チャンネル数 8チャンネル　同時表示／処理

〔画面表示〕

グラフ 

データ

 
その他の機能

チャンネル毎の温度／湿度の折れ線グラフ表示（マウス、キーボードによるグラフの拡大／縮小

／スクロール表示可能）、チャンネル毎の表示カラー変更、チャンネル毎の表示／非表示切り替え

チャンネル名、記録間隔、データ数、最高値、最小値、平均値、単位、任意な 2点（ABカーソル
位置）の温湿度／日時、任意な 2点（ABカーソル位置）間の温湿度差の算出値

データ一覧表示、計算範囲（期間）設定、データメンテナンス、チャンネル毎のデータ削除、 
チャンネル毎のデータ並び替え、縦軸フルスケール設定

ファイル出力 専用データファイル出力、テキストファイル（CSV等）出力

印刷 グラフ印刷、データ一覧印刷

マルチスケールグラフ

対応機種 RTR-5シリーズおよび TR-71W / TR-72W、TR-7、TR-5シリーズ、RTR-7

チャンネル数 8チャンネル　同時表示／処理

〔画面表示〕

グラフ 

データ 

その他の機能

チャンネル測定値の折れ線グラフ表示（マウス、キーボードによるグラフの拡大／縮小／スクロー

ル表示可能）、チャンネル毎の表示カラー変更、チャンネル毎の表示／非表示切り替え

チャンネル名、記録間隔、データ数、最高値、最小値、平均値、積算値、単位、任意な 2点（ABカー
ソル位置）の測定値／日時、任意な 2点（ABカーソル位置）間の時間差

データ一覧表示、計算範囲（期間）設定、データメンテナンス、チャンネル毎のデータ削除、 
チャンネル毎のデータ並び替え、縦軸フルスケール設定

ファイル出力 専用データファイル出力、テキストファイル（CSV等）出力

印刷 データ一覧印刷

イベントビューアー

対応機種 RVR-52（イベント時刻記録データのみ）

チャンネル数 64チャンネル　同時表示／処理

〔画面表示〕

一覧表 

その他の機能

チャンネル毎のイベント時刻の一覧表示（マウス・キーボードによるスクロール表示可能）、波形

の立ち上がり（Lo→ Hi）／立ち下り（Hi→ Lo）

表示切り替え、昇順／降順切り替え

ファイル出力 専用データファイル出力、テキストファイル（CSV等）出力

印刷 データ一覧印刷

■ RTR-5W Webビューアー
対応機種 RTR-5W

機能 現在値モニター、グラフ
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オプション

ACアダプタ（RTR-5W用）

AD-0605
ケーブル長：1.85m

壁面アタッチメント（RTR-5W用）

TR-5WK1
付属：ビス 2本

　　　両面テープ 1枚 
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温度センサ（TR-52/RTR-52/52A用）　　　　　　　　　　　　 単位：mm

TR-5106 フッ素樹脂被覆センサ　
ケーブル長

熱時定数

0.6 m

空気中 -約 15秒

攪拌水中 -約 2秒

TR-5101 フッ素樹脂被覆センサ
ケーブル長

熱時定数

45 mm

空気中 -約 15秒

攪拌水中 -約 2秒

TR-5220 ステンレス保護管センサ
ケーブル長

熱時定数

2 m

空気中 -約 36秒

攪拌水中 -約 7秒

TR-5320 ステンレス保護管センサ
ケーブル長

熱時定数

2 m

空気中 -約 12秒

攪拌水中 -約 2秒

TR-5420 ステンレス保護管センサ
ケーブル長

熱時定数

2 m

空気中 -約 12秒

攪拌水中 -約 2秒

①サーミスタ　②ステンレスパイプ（SUS316）　③フッ素樹脂収縮チューブ　④フッ素樹脂樹脂被覆電線

測定温度範囲：

センサ耐熱温度：

測定温度精度： 

防水性能：

-60～ 155℃
-70～ 180℃
平均± 0.3℃（-20～ 80℃）　平均± 0.5℃（-40～ -20℃ /80～ 110℃） 
平均± 1.0℃（-60～ -40℃ /110～ 155℃）
フッ素樹脂被覆部分は防水、保護管部分は防水 :水中型、他各部は防浸型

TR-5530 水中用センサ
ケーブル長

熱時定数

2 m

空気中 -約 120秒

攪拌水中 -約 6秒

①サーミスタ　④フッ素樹脂樹脂被覆電線　⑤フッ素樹脂樹脂モールド

測定温度範囲：

センサ耐熱温度：

測定温度精度： 

防水性能：

-60～ 155℃
-70～ 180℃
平均± 0.3℃（-20～ 80℃）　平均± 0.5℃（-40～ -20℃ /80～ 110℃） 
平均± 1.0℃（-60～ -40℃ /110～ 155℃）
センサ部・ケーブル部は水中型
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温湿度センサ（RTR-53/53A用）　　           　　　　　　　　　 単位：mm

TR-3310　
ケーブル長

センサ応答時間

1 m

約 7分（90％応答）

①温湿度センサ　②ポリプロピレン樹脂　③塩化ビニール被覆電線

測定温度範囲：

測定湿度範囲：

センサ耐熱温度：

測定温度精度：

測定湿度精度：

寿命：

使用条件：

0～ 55℃

10～ 95％ RH

-10～ 60℃

平均± 0.3℃

± 5％ RH（25℃ 50％ RHに於いて）

約 1年（通常の使用条件に於いての目安）

結露、水濡れのない事また腐食性ガス、有機溶剤などの影響のない事

入力ケーブル（RVR-52用）　　　　　 　　　　　　　　  　　  単位：mm

RVR-7101
ケーブル長 1.5 m

RVR-7102
ケーブル長 1.5 m

RVR-7103　4-20mAプローブ
最大入力電流

内部抵抗

出力

変換精度

ケーブル長

MAX40mA

100Ω

20mA時2V・4mA時0.4V

0.5％

1.5 m

①クリップ　② M3.5圧着端子　③塩化ビニール被覆電線
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センサアダプタ（RTR-52Pt用）　 　　　　　   　　　　　　　 単位：mm

RTR-05P1　
ケーブル長

耐熱温度

1 m

-25～ 60℃

①塩化ビニール　②塩化ビニール被覆電線

*防水性能はありません。

延長ケーブル（RTR-52/RVR-52用）　 　 　　　　　　　 単位：mm

TR-2C30　
ケーブル長

耐熱温度

防水性能

3 m

-25～ 60℃

防まつ型（生活防水）

①塩化ビニール被覆電線

注意：

延長ケーブルは、センサ 1本につき 1本まで使用可能です。

延長ケーブルを利用した場合、常温で +0.3℃、-50℃近辺で +0.5℃ほど測定誤差が生じます。
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電池・電源（RTR-5/RVR-5用）　　　　　　　　　　　　　 　  単位：mm

RTR-05A1 外部電源アダプタ　
入力電圧

バックアップ電源

バックアップ時間

充電方式

動作温度

防水性能

質量

内容

DC6V～ DC13V

ニッケル水素蓄電池（停電時用）

約 4日 *1

トリクル充電

0～ 60℃

なし

約 37g（ACアダプタ以外）

ACアダプタ 1個（AD-0601） 

取付フック 1個 

ゴムパッキン 1本（本体裏蓋用） 

ゴムパッキン 小 1本 

（ACアダプタジャック用） 

シリカゲル（乾燥剤）1個 

両面テープ 1枚（シリカゲル固定用） 

ネジ 2本（本体裏蓋用予備）

RTR-05B1 大容量バッテリパック
電源

電池寿命 

動作温度

防水性能

質量

内容

リチウム電池 1本（LS26500）

約 2年 6ヶ月 *1 

（1分間隔のモニタリング時で約 20ヶ月）

-40～ 80℃ *2

IPX7（防浸型）

約 75g（リチウム電池 1本を含む）

リチウム電池 1本（LS26500） 

取付フック 1個 

ゴムパッキン 1本（本体裏蓋用） 

シリカゲル（乾燥剤）1個 

両面テープ 1枚（シリカゲル固定用） 

ネジ 2本（本体裏蓋用予備）

注意：

*1 電池寿命は、測定環境・記録間隔・通信回数・周辺温度などにより異なります。本説明・機能は新し

い電池を使った時の標準的な動作であり、電池寿命を保証するものではありません。

*2 動作温度はデータロガーの仕様による。

RTR-05B2 大容量バッテリパック用電池セット
内容 リチウム電池 1本（LS26500） 

ゴムパッキン 1本（本体裏蓋用） 

シリカゲル（乾燥剤）1個 

両面テープ 1枚（シリカゲル固定用） 

ネジ 2本（本体裏蓋用予備）
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電池（TR-5/RTR-5/RVR-5用）

TR-00P1 メンテナンスセット　
内容 ゴムパッキン 1本（本体裏蓋用）

シリカゲル（乾燥剤） 1個

両面テープ 1枚（シリカゲル固定用）

ネジ 2本（本体裏蓋用予備）
ゴムパッキン シリカゲル 両面テープ ネジ

TR-00P2 低温電池セット　
内容 リチウム電池（ER-3V M） 1本

チューブ 1本（電池寸法固定用）

メンテナンスセット（TR-00P1） 1セット
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壁面アタッチメント（TR-5/RTR-5/RVR-5用）　　　　　           単位：mm

TR-05K3 壁面アタッチメント　
対応機種

使用環境温度

付属品

RTR-5/RVR-52/TR-5

-40℃～ 80℃

ネジ 2本、両面テープ 1枚　
   

注意：

- 30℃以下では強い衝撃を受けた際に、亀裂が入る場合が
あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①ポリカーボネート

TR-05K3L 大容量バッテリ用壁面アタッチメント　
対応機種 

使用環境温度

付属品

RTR-5L/RVR-52L 

*RTR-05A1/RTR-05B1に対応

-40℃～ 80℃

ネジ 2本、両面テープ 1枚　
   

注意：

- 30℃以下では強い衝撃を受けた際に、亀裂が入る場合が
あります。

　　　　　①ポリカーボネート



製品に関するお問い合わせ先

〒 390-0852長野県松本市島立 817-1 TEL : 0 2 6 3 - 4 0 - 0 1 3 1

 FAX : 0 2 6 3 - 4 0 - 3 1 5 2

お問い合わせ受付時間 月曜日～金曜日（弊社休日は除く）

 9:00～ 12:00・13:00～ 17:00

[ホームページ ]
ホームページを開設しています。各種製品の最新情報や、イベント情報、 
ソフトウェアの提供、サポート案内などティアンドデイの情報を発信して 
います。是非ご覧ください。

http://www.tandd.co.jp/
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